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●抄録 　本研究ではヨーロッパ近代の建築ならびに都市
における精神的な背景に着目し、新たな歴史観の
構築を試みるものである。既往の近代建築研究の
歴史観では、戦後の合理主義の視座から逆照射し、
形態主義そして作家主義による経時的解釈が普遍
性を獲得してきた。しかしこうした歴史観におい
ては、その背景となる思想史あるいは宗教史ある
いは本論で取り上げる精神史からの視点が黙殺さ
れ、建築や都市を決定付けてきた人間の精神性が
排除されてしまっている。本研究は既往の大文字
の近代建築史の概念に対して疑義を呈するととも
に、精神史の視座から新たな歴史の枠組を提示し、
近代建築史の再構築を目指している。
　本研究は東京造形大学研究報第18号での論考
『イギリス田園都市と心霊主義－星辰建築と円環
の形而上学』（2017年）を継承し展開させたもので
ある。前研究では16世紀の宗教改革から近代に至
るイギリスの精神史を背景として、神秘思想と都
市や建築との関係を論じた。その延長線上に世紀
転換期のイギリス田園都市思想と心霊主義を位置
付けた。
　本研究ではイギリスに続いてアメリカの近代に
おける精神世界と都市との関係を検証する。アメ
リカの近代都市を精神世界から考えるうえで重要
な視点を二つ指摘できるであろう。
　一つは＜ピューリタニズム＞である。アメリカ
とは清教徒が構築した。それはキリスト教の『ヨ
ハネの黙示録』に基づく千年王国思想の至福の世
界観である。17世紀に造られたニューイングラン
ドの諸都市とは、＜ピューリタニズム＞の理想世
界が実現されたものと解釈できるであろう。
　もう一つの要因は＜ウィルダネス＞である。新
大陸の手付かずの大自然である荒野が人々の精神
世界に多大な影響を及ぼした。それは移民から一
世紀を経た18世紀のアメリカン・ルネサンス期に、
アメリカ独自の自然哲学を生み出すに至った。そ
れは思想にとどまらず絵画芸術や文学にまで至る
総合的な文化活動となった。
　アメリカは＜ピューリタニズム＞と＜ウィルダ
ネス＞を融合することによりナショナリズムを構
築したといえるであろう。
　本研究ではこの視座から近代に至る都市の歴史
を再検証し、＜ピューリタニズム＞と＜ウィルダ
ネス＞からなる精神史のなかに世紀転換期のアメ
リカ田園都市を改めて位置付け、その意義を問う
ものである。
　本論の構成は以下の通りである。
　第Ⅰ部第１章から第Ⅱ部第５章までを割愛し、
第Ⅲ部第６章から第Ⅳ部９章を掲載する。 
第Ⅰ部　＜ピューリタニズム＞の宗教共同体 
第１章　＜ピューリタニズム＞における千年王国
思想
第２章　＜ウィルダネス＞とフロンティア精神 
第Ⅱ部　アメリカン・ルネサンス 
第３章　超絶主義と社会主義共同体
第４章　ハドソン・リヴァー派とナショナリズム
第５章　アメリカ文学とスピリチュアリズム
第Ⅲ部　アメリカ田園都市の誕生
第６章　田園墓地と生活改革運動 
第１節　生活改革運動の時代
第２節　＜ピューリタニズム＞の死生観の変容
第３節　アメリカ田園墓地の誕生
第４節　アメリカ田園墓地の空間的特性
第５節　アメリカ田園墓地の社会的意義 
第７章　アメリカ田園都市の誕生 
第１節　郊外ブルジョア・ユートピア
第２節　アメリカ田園都市の誕生
第３節　アメリカ田園都市の展開
第４節　アメリカ田園都市の終焉 
第Ⅳ部　テクノロジカル・ユートピア
第８章　世紀転換期のユートピア文学 
第１節　テクノロジーの時代
第２節　シカゴ万国博覧会と都市美運動
第３節　テクノロジカル・ユートピア
第４節　世紀転換期のユートピア文学 
第９章　ベラミ 『ー顧みれば』とテクノロジカル・
ユートピア 
第１節　エドワード・ベラミーの『顧みれば』
第２節　ベラミーと社会改革運動
第３節　イギリス田園都市とアメリカ
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第Ⅱ部　アメリカン・ルネサンス　 
　ヨーロッパ文化の模倣から脱却し、アメリカが
独自の精神世界としての芸術文化を開花させた
1830年代から1860年南北戦争勃発までの時代をア
メリカン・ルネサンスという。この時代にアメリ
カは＜ピューリタニズム＞から脱却し、超絶主義
という独自の思想を生み出し、＜ウィルダネス＞
を描いた独自の絵画芸術が誕生し、独自の文学世
界が展開した。
第３章 超絶主義と社会主義共同体
　19世紀中葉では＜ピューリタニズム＞の神中心
の世界観が崩壊し、新たに人間中心の世界観が生
み出された。理神論や自然神学を経て、自由な精
神世界を主張するユニテリアニズムがアメリカを
席巻し始めた。さらにラルフ・ウォルドー・エマ
ソンの超絶主義により、宗教すらも超越され、人
間精神はここに解放された。超絶主義者たちはこ
の観念的世界を実践しユートピア共同体を造っ
た。それはブルック・ファーム（1841－1847）とフ
ルートランズ（1843－1844）である。
第４章 ハドソン・リヴァー派とナショナリズム
　アメリカン・ルネサンスの時代には絵画芸術に
おいてもアメリカ独自の芸術世界が生み出され
た。それはハドソン・リヴァー派といわれる画家
たちである。まだアメリカに残る＜ウィルダネス
＞の風景画を描くことにより、独自の世界観を確
立した。特にトマス・コールとアッシャー・ブラ
ウン・デュランドそしてフレデリック・エドゥイ
ン・チャーチの風景画からは、リアリズムの描写
のなかに＜ピューリタニズム＞の精神世界を読み
取ることができる。また彼らの地域主義に基づく
ピクチャレスクとしての風景の表現はナショナリ
ズムと結び付いた。
第５章 アメリカ文学とスピリチュアリズム
　アメリカン・ルネサンスの時代の文学は＜ピュ
ーリタニズム＞と＜ウィルダネス＞そしてスピリ
チュアリズムの精神世界により決定付けられてい
る。ヘンリー・デイヴィッド・ソローの文学にお
ける＜ウィルダネス＞の解釈には超絶主義との深
い関係が認められる。そしてソローの自然描写と
ハドソン・リヴァー派の絵画表現には類似性があ
る。またナサニエル・ホーソーンやヘルマン・メ
ルヴィルの文学世界に影響を及ぼしたのは＜ピュ
ーリタニズム＞ばかりではなく、当時のアメリカ
社会に浸透していたメスリズムや心霊主義などの
スピリチュアリズムであった。
第Ⅰ部＜ピューリタニズム＞の宗教共同体
　アメリカの都市の本質を分析すると、都市の歴
史において二つの精神世界が重要な鍵を握ってい
ることが判明した。それは＜ピューリタニズム＞
と＜ウィルダネス＞である。17世紀に初めて新大
陸にイギリスの植民都市が建設されてから20世紀
に至るまで、この二つの精神世界がアメリカにお
ける都市を決定付けてきた。この精神世界の基本
的構造のなかに、都市ばかりでなく文学や絵画芸
術が位置付けられる。
第１章 ＜ピューリタニズム＞における千年王国
思想
　ピューリタン革命期において新大陸に建設され
た都市は、＜ピューリタニズム＞の精神世界と、
それに結び付いた千年王国思想と密接な関係にあ
った。すなわち一連の植民都市は終末思想である
千年王国の予型として解釈され、＜丘の上の町＞
として建設された。そこではキリスト教共同体と
して神権政治が執りおこなわれた。たとえばプリ
マス（1620）やマサチューセッツ港湾都市（1630）
である。またヨーロッパで迫害を受けたクエーカ
ー教徒もまた新大陸へ移民し、フィラデルフィア
の都市を建設している。このように＜ピューリタ
ニズム＞は初期植民都市の精神世界を決定付けて
いる。
第２章 ＜ウィルダネス＞とフロンティア精神
　アメリカ独自の精神世界は、新大陸の荒野の自
然である＜ウィルダネス＞により構築された。特
に西部開拓の最前線では、開拓自営農民のフロン
ティア精神が醸造され、アメリカ独自の精神世界
が生み出された。新大陸にはヨーロッパのような
階級制度や封建制度がなく、民族や宗教の差別も
ない平等な世界だ。そのフロンティアでは、自己
責任の判断に基づく冒険的精神、行動の自由が保
証されていた。フロンティアでの唯一の秩序と
は、変化と流動と再生の不断の成長であった。西
部フロンティアにおいて博愛精神に基づく平等な
無階級社会が確立された。こうして農民は質素で
勤勉で、誠実で独立心を持ち、健康で幸福である
という農民神話が生まれた。この尊敬されるべき
存在である開拓自営農民を国家の礎としてイデオ
ロギー化した人物こそ第三代大統領トーマス・ジ
ェファソンであった。彼の農本民主主義に基づい
て建国されたアメリカの独自の精神世界は＜ウィ
ルダネス＞により決定付けられた。
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第Ⅲ部　アメリカ田園都市の誕生 
　アメリカン・ルネサンスの時代に＜ピューリタ
ニズム＞は換骨奪胎され宗教色を薄めていく。す
でに神権政治は色褪せたものとなっており、人々
のなかには千年王国を目指すものは誰もいなくな
った。＜ピューリタニズム＞は良質な倫理へと変
容し、市民道徳として普遍化されていった。その
結果自発的な結社が社会運動として台頭し、民主
主義社会が都市のなかに根付き始めていた。
　その一方で都市は巨大化し産業化し、自然は全
て文明の洗礼を受けて「飼い馴らされた自然」と
化し、都市を補完するものにまで陥った。残存し
たわずかな＜ウィルダネス＞は柵で囲われて国立
公園として保存の対象となった。
第６章
田園墓地と生活改革運動 
　アメリカン・ルネサンスとは第七代大統領アン
ドリュー・ジャクソン（Andrew Jakson 1767－
1845）が就任した1829年から南北戦争の時代（1860
－1865）までの期間におけるアメリカ精神の発揚
の時代であったと言い替えることができる。ジャ
クソン大統領の政策は歴史的に「ジャクソン民主
主義」と呼ばれており、この時代には社会的平等
の理念によりアメリカという国は刷新され、古い
ヨーロッパの悪癖が払拭され、近代社会の基礎が
築かれた。その改革運動のなかに田園墓地の建設
という課題も含まれていた。この墓地は＜ピュー
リタニズム＞の千年王国思想と＜ウィルダネス＞
の自然観が、新たな解釈のもとで融合して誕生し
たものと解釈できるであろう。そして興味深いこ
とは、それに続くように建設された田園都市には、
この田園墓地に認められた特徴が全て継承されて
いたことである。黒沢眞里子『アメリカ田園墓地
の研究』をもとにして田園都市との関係を検証す
る。
　フィラデルフィアの都市の規模は、1760年頃に
は人口２万人を容し、新大陸のイギリス植民地で
は最大の都市となった。独立直後の1780年に人口
はすでに４万人に達していた。しかし1793年に黄
熱病がフィラデルフィアを襲い、一割の人々が命
を落とした。当時アメリカ退化論が生まれ、劣悪
な土地での身体能力の低下が問題となっていた。
こうして健康という新たな指標がアメリカ社会に
浮上する。「腐敗したヨーロッパ」に対して「健康
なアメリカ」である。この健康思想は人々の日常
生活の改革から始まり、やがて社会改革へと展開
した。（注1）
１．ジャクソン民主主義 
　ハドソン・リヴァー派の風景画の受容には、反
イギリスの独立戦争がアメリカのナショナリズム
を高揚させていたという背景が指摘されている。
その米英戦争でイギリス軍を華々しく敗り独立戦
争で大きな成果を収めた偉大な軍人大統領こそア
ンドリュー・ジャクソンであった。
　独立戦争時代からジャクソン大統領の行動力や
決断力は高く評価されていた。大統領に就任する
と、彼はアメリカ国民の平等を掲げ、暴挙ともい
える拒否権の発動で社会に揺さぶりをかけ続けた。
公共投資における特権階級の利権を排除し、合衆
国銀行の巨大化が競争を阻むとして特許更新を拒
否して倒産に追い込んだ。
　ジャクソン大統領は特権階級を徹底的に糾弾し
続けた。そして国家を支えている庶民である農民
や職人そして労働者たちのような特権を持たない
国民への不当な差別を是正していった。こうして
彼はフロンティアで獲得した開拓民の野心に満ち
た実践的能力や快活で冒険的な自主独往の気風を、
民主主義の推進のエネルギーへと変えていった。
あらゆる分野における平等や機会均等の実現にむ
けてジャクソン大統領は邁進していく。こうした
平等への強い願望を総称して、彼の政策は「ジャ
クソン民主主義」と呼ばれている。
２．生活改革運動 
　ジャクソン大統領の有言実行の平等主義はアメ
リカ社会を刺激して止まなかった。社会の様々な
領域で、様々なレベルで、人々の平等を実現する
ための運動が誘発されていった。その背景には独
立戦争後の安定した社会での技術革新による目ま
ぐるしい進歩があった。鉄道を始め科学の発明が
こうした生活改革運動を推し進める原動力となっ
た。ジャクソン民主主義の時代とは、科学をとお
して進歩思想が民主主義と結び付き、社会におけ
る改革が展開した時代といえるであろう。
第１節　生活改革運動の時代
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　生活改革運動は当時の信仰復興運動であった第
二次大覚醒と結び付いていた。ジャクソン民主主
義のもと、社会には楽観的な雰囲気が浸透してい
った。超絶主義がブルック・ファームへと結び付
き、そのほかのユートピア共同体運動を誘発して
いったように、信仰復興運動は生活改革や社会改
革運動と結び付いていった。生き生きとした国民
の活力が発揮される時代が到来したのである。こ
うした時代の潮流のなかで＜ピューリタニズム＞
は宗教的エネルギーを喪失し、社会主義ユートピ
ア運動の台頭により千年王国思想は表舞台から姿
を消していった。（注2）
　第二次大覚醒では千年王国思想が生活改革運動
として読み替えられている。すなわち生活改革と
いうものが、キリスト再臨を迎えるための準備で
あるという解釈がおこなわれていたのである。こ
のため奴隷制廃止運動、労働運動、刑務所や精神
病院の改善、教育改革といった国家レベルの改革
と並行して、宗教色の強い聖書普及運動や安息日
厳守運動そして女権運動や禁酒運動が取り組まれ
るようになった。禁酒運動についていえば、1830
年代にはバーモント州に200の禁酒クラブが誕生
した。（注3）
　ジャクソン大統領は1829年から1837年まで統治
した。その後もアメリカで社会の改革が進んだ遠
因の一つのは、ドイツからの移民であった。彼ら
は1848年3月革命を契機に移民してきた政治亡命
者たちであった。革命に失敗したドイツの社会主
義者たちは、アメリカの社会改革運動に多大な影
響を及ぼした。（注4）
　生活改革運動の時代とは、神中心から人間中心
の精神世界へと転換した時代である。人々は人間
の善性を信頼し、自らの手で環境を理想化できる
ことを確信していた。それはユニテリアニズムの
救済思想に重合する。理想社会を実現するのは神
ではなく人間なのである。こうした改革運動のな
かで最も興味深いのは墓地の改革運動であるとい
えるであろう。それは歴史的にも重要な位置付け
がなされている。
１．ジョージ・ワシントンの死
　初代大統領のジョージ・ワシントン（George 
Washington 1732－1799）は1799年12月14日に死亡
した。独立戦争を大陸軍総司令官として戦い、ア
メリカを勝利へ導いた国父であった。現在のアメ
リカ国民にとってワシントンは崇拝の対象であり
神格化されている。
　ワシントンが亡くなった当時のアメリカにおい
て、彼の死は国全体を悲しみの底へと陥れた。彼
の死を悼み、人々は喪に服して死の感傷に浸った。
婦人たちは黒一色に身を包み、繰り返される追悼
集会でワシントンの死を悼んだ。ボストンでは半
年以上にわたり黒色の衣服が店舗からなくなるほ
ど商品不足が続いた。死をテーマとした小説や詩
が人々の心を癒した。ワシントンの死を悼む感傷
的雰囲気がアメリカ全土に浸透し、悲しみが国民
を覆い尽くしてしまった。
　しかし＜ピューリタニズム＞では死を悲しむこ
とを非難するのが常であったはずである。事実ワ
シントンの葬儀では、カトリックにおける伝統を
回避することが強く意識された。すなわちワシン
トンの遺体が、病気を直すといった奇蹟を起こす
聖遺物を崇めるような対象とならないように配慮
された。しかしワシントンの死への感傷を積極的
に表現していくことは国民により広く受容された。
（注5）
２．追悼画と＜ピューリタニズム＞ 
　ワシントンの死を悼む国民の心を癒すものの一
つが追悼画である。これは死後一ヵ月を経て1800
年1月に登場する。追悼画ではワシントンの墓が
中央に描かれ、それを柳の樹が囲み、追悼者が涙
を流しているという構図が一般的だ。フィラデル
フィアを発祥とする追悼画は、刺繍や皿や水差な
どに描かれて、知的エリート層の裕福でリベラル
なピューリタンたちに受容された。郊外のゴシッ
第２節　＜ピューリタニズム＞の死生観
　　　　の変容
図1　フォーク・アートにおける追悼画、
　　  オーニス・ピニー、1815年
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ク・リヴァイヴァル様式の屋敷の広い居間や応接
間には大きな暖炉があった。そこは家族が憩う中
心的な場であり最も神聖な場でもあった。この暖
炉の上が、追悼画が飾られる特別なトポスとなっ
たのだ。（注6）［図1］
　しかし追悼画に描かれた柳の樹とはキリスト教
では復活のシンボルである。こうしたシンボルや
アレゴリーなどの宗教芸術を＜ピューリタニズム
＞は否定していたはずであった。どうしてこのよ
うな宗教的な感傷のシンボルである追悼画をリベ
ラルなピューリタンたちは自ら受け入れ、家庭の
中にまで持ち込んだのであろうか。1830年代から
1840年代においても追悼画の流行が収束すること
はなかった。
　やがて市民に死者の肖像画が流行し始めた。そ
の中心となった人々もピューリタンたちである。
死に対する感傷的な気分へと浸ることが心の癒し
となってきたようだ。メスメリズムが人々の心を
癒したように、大都市の病的な環境のなかで神経
症を患いメランコリーに陥る人々が求めたのは、
家族や友人の死を悼む素直な心の表現であったよ
うだ。1850年代になると心霊主義がボストンを中
心として全国へ広まる。日々の交霊会をとおして
死者は死後も人々の隣で話しかけてくる。そのよ
うな生活が日常的となっていった。
　超絶主義を提唱したエマソンの思想が広くボス
トンの人々に受け入れられたのは、彼の『自然
論』や説教を聴くと「気分が良くなる」からであり
「幸福薬」であったからだと言われている。自我
の消滅は死に重ねられたことであろう。人間の魂
は宇宙を支配する大霊と一体となって自然そのも
のとなる。ワシントンの死は個人の死ではなく、
国民全体が彼の死の悲しみを分かち合い、国民は
一体となった。それはエマソンの超絶主義の自然
の世界観に重ね合わされていたのではないのだろ
うか。ハドソン・リヴァー派の風景画や、あるい
はエマソンの超絶主義の自然とは、人間の魂や神
そのものの象徴であった。ワシントンの死がもた
らした感傷的な癒しの持って行き場として、当時
の人々に自然哲学や自然風景が受け入れられたの
であろう。
　ワシントンというアメリカ国家の英雄の死を契
機として、死が賞揚されるような時代が到来した。
しかしこの死はキリスト教におけるようなものか
ら大きく変容している。超絶主義やスピリチュア
リズムそしてスウェーデンボルグ主義や心霊主義
などの世界観から大きな影響を受けている。この
新しい死の精神世界と、ジェファソン民主主義の
生活改革運動との接点に、アメリカ田園墓地を位
置付けることができるであろう。
１．新しい死生観と墓地 
　中世までの死とは個人の死であった。死とは死
ぬ人自身の問題でしかなかった。それに対してワ
シントンの死が教えてくれたのは、死とは死後に
残された家族や友人にとっての問題であることだ。
彼の死は全国民にとって重要な意味を持つことに
なった。彼の冥福を祈ることにより、アメリカ国
民は宗教や民族やヨーロッパの伝統を越えて連帯
意識を持つことができたといえるであろう。まさ
にワシントンは名実ともに国父となったのである。
死に対する考え方は、この時代に変容を遂げた。
　家族においても同様である。家族の死が家族の
絆を深める契機となった。都市化する社会で跋扈
する個人主義のもとで、癒されない人々は家族に
理想の共同体の原形を求めた。ピクチャレスクの
郊外住宅とは、そのような家庭の楽園としてイメ
ージされた。その居間の暖炉の上に飾られたワシ
ントンの追悼画がさらに家族の心を一つにしてい
た。
　死は＜ピューリタニズム＞では地獄への入口で
あった。救済されるかどうかは全て神が決める。
しかしユニテリアニズムがこうした原罪を否定し
て、人間の善性を主張し、死に対するデグレッシ
ヴな恐怖心を払拭してしまった。地上界と天上界
の照応関係を説くスウェーデンボルグ主義は、
1820年頃にはアメリカのフィラデルフィアに入っ
てきていた。なぜ受容されたのかといえば、その
理由はスウェーデンボルグ主義では人々の死後の
世界における地獄の存在そのものを否定してしま
っていたからである。天国では地上と変わらない
生活があり、死後も幸福な生活が続くことをスウ
ェーデンボルグは主張し、人々に受け入れられた。
1850年以降の心霊主義がそれを裏づける役割を果
たした。（注7）
　人々が当時受け入れたものに「慰めの文学」が
ある。その特徴は死後の世界をまるで見てきたか
のように描いていることにある。天国には地上の
第３節　アメリカ田園墓地の誕生
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日常生活と同じような家庭がある。天国と地上が
照応しているという死後の世界観は、スウェーデ
ンボルグが語ったとおりである。このようにして
小説というフィクションが、死への恐怖を優しく
美しいものへと少しずつ変えていった。死と生は
同じ魂の異相に過ぎない。生きる者にとっての地
上の世界が「乳と蜜の流れるカナンの地」である
ならば、死者にとっての死後の世界もまた地上に
照応した楽園でないはずがないと次第に考えられ
るようになった。（注8）
　こうした楽観的な死生観が1830年代に生まれ、
人々の間に受け入れられていった。死後も穏やか
で平穏な生活が保証されていることにより、人々
は癒されたのだ。すでに18世紀の啓蒙主義がそれ
を準備していた。すなわち死を自然の営みの一部
と考え、死を自然の大きな循環の営みのなかに位
置付けていたのだ。こうして新しい死生観が人々
に認識され受容されていった。（注9）
２．田園墓地の誕生 
　1820年代に社会問題として浮上してきたのは、
急激な移民の増加に伴う墓地の不足であった。市
内の教会の墓地は満杯の状態であり、さらに遺体
を同じ場所で収容するには地下墓地を造る以外に
方策はなかった。一方でピューリタンの墓地では
すでに世俗化が進んでいた。ニューイングランド
では教会の墓地と礼拝堂がすでに分離されていた。
　こうした社会の状況のなかで全く新しい墓地の
ありかたを提案した人物はジェイコブ・ビゲロー
（Jacob Bigelow 1786－1879）であった。彼はハー
バード大学出身の医者であり、1854年には『病気
の本質』を出版している。このなかで彼は、死を
自然の営みの一部に過ぎないとして、死体は静か
に自然のもとへと戻すことが肝要であると述べて
いる。興味深いことは彼のハーバード大学でのク
ラスメートこそ、メスメリズムの医師ウォルタ
ー・チャニングであったことだ。二人はともに医
学博士を当時唯一取得できるペンシルヴァニアの
大学へ移っている。そしてともに学位を取得後
1810年にボストンへ戻ってきていた。チャニング
の兄が超絶主義を代表とする人物であることを踏
まえるならば、ビゲローが提唱することになる田
園墓地とは、エマソンの『自然論』における自然
哲学の思想世界が反映されたものと解釈できるか
もしれない。（注10）
　ボストンではビゲローが1825年に提案した田園
墓地が受け入れられ、1830年には具体的な墓地の
建設が計画された。こうして翌年にはボストン郊
外に72エーカーの広さの用地が購入され建設され
た。これがアメリカで最初の田園墓地「マウン
ト・オーバーン田園墓地」である。（注11）
３．田園墓地の空間 
　歴史上田園墓地の嚆矢とは、1804年にパリ郊外
に建設されたペール・ラシェーズ霊園（Père 
Lachaise Cemeterry）であるといわれている。［図
2､3］またイギリスだけについていえば、1856年
にロンドン郊外に建設された市営のリトル・イル
フォード霊園（City of London Cemetery in Little 
Ilford）が最初の公園型墓地である。［図4］この両
者を参照したドイツで最初の公園型墓地とは、ハ
図2　ペール・ラシェーズ田園墓地、パリ、1804年 図4　リトル・イルフォード田園墓地、ロンドン、1856年
図3　ペール・ラシェーズ田園墓地鳥瞰図、レド、1880年頃
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　田園墓地とは教会墓地を単に郊外へ移転して樹
木を植えただけのものではなかった。そうである
ならば最初の田園墓地とは1796年にコネチカット
州ニューヘヴンに建設され、現在グローヴ・スト
リート田園墓地（Grove Street Cemetery）と呼ば
れている墓地となる。［図10］ しかし合理主義で
貫かれたこの墓地は、格子状の幾何学的な平面構
成であり、番号で区画割が監理されている。では
本論が対象としている田園墓地における空間の特
性とその意味とはどのようなものなのであろうか。
（注14）
１．追悼画とピクチャレスク 
　田園墓地とは生に続くものとしての死の世界で
ある。しかし一方でそれには殺伐として喧騒に包
まれた都市への嫌悪と批判の思いが込められてい
た。すなわち1863年に完成するニューヨークのセ
ントラルパークのランドスケープデザインや、
1893年のシカゴ万国博覧会を契機として盛んとな
る都市の美化運動を先行するような、都市のラン
ンブルク郊外のオールスドルフに1877年建設され
たオールスドルフ公園墓地（Ohlsdorfer Friedhof）
である。［図5］こうした公営墓地の特徴は教会か
ら分離独立していることにある。（注12）
　アメリカで最初に造られた田園墓地であるマウ
ント・オーバーン田園墓地（Rural Cemetery 
Mount Auburn）の特徴は、敷地の緩やかな丘陵や
谷そして湿地がそのまま墓地の空間に生かされて
いたことである。墓石周辺には美しい花弁や香り
の良い植物が植え込まれ、常緑樹が影を落とし、
亡き者への安らかで優雅な世界が形成されている。
［図6］
　マウント・オーバーン田園墓地が1831年に建設
されると、アメリカでは田園墓地が次々に誕生し
た。1836年にはフィラデルフィアにローレルヒル
田園墓地（Laurel Hill Cemetery）［図7］、1839年に
なるとニューヨークにグリーンウッド田園墓地
（Green-Wood Cemetery）が建設された。［図8､9］
郊外には土地が豊富にあるばかりでなく、イギリ
スのように教会の聖職者が固執しなかった。こう
したことが、教会のない民営の田園墓地が19世紀
アメリカに急速にひろまった大きな要因である。
（注13）
第４節　アメリカ田園墓地の空間的特性
図5　オールスドルフ田園墓地、ハンブルク、1877年 図6　マウント・オーバーン田園墓地
 ボストン、1839年
図7　ローレル・ヒル田園墓地
 フィラデルフィア、1836年
図8　グリーン・ウッド公園墓地鳥瞰図
 ブルックリン、ニューヨーク、1839年
図10　ニュー・ヘヴン田園墓地
 コネチカット、1796年
図9　グリーン・ウッド公園墓地
 ブルックリン、ニューヨーク、1839年
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木や植物で構成されたピクチャレスクである。そ
れはハドソン・リヴァー派の風景画で描かれたよ
うに、地域特有の自然によりナショナリズムが構
築されたことを彷彿とさせるであろう。田園墓地
により実践された地域主義重視の生活改革運動と
は、まさにアメリカが自分たちの独自の文化を醸
造していったアメリカン・ルネサンスの時代思潮
を特徴付けるナショナリズムの表現そのものであ
ったといえるであろう。（注16）
３．家族墓 
　もう一つ指摘したいことは家族墓である。田園
墓地は終の住処として、生きている家族がそのま
ま同じ墓地に埋葬されるようになっていることが
特徴的である。田園墓地では家族が墓地区画所有
者となり同時に経営者として墓地運営に参加する
ようなシステムで自主運営されていた。そして墓
地には家族が取り囲むように墓石が配列され、墓
碑がひとまとまりの集合的な景観を形成していた。
結果として家族墓は自宅の庭と同じように扱われ
るようになり、家族は庭園のように墓地に花を植
えた。これは家族の絆を強化するうえで大きな役
割を果たした。（注17）［図11､12］
 
　田園墓地が瞬く間にアメリカの墓地の標準設計
として市民に受け入れられていった。そして驚く
べきことに年間３万人もの人々が、マウント・オ
ーバーン田園墓地を訪れるようになったのである。
ではどうしてそれほど一般の人々に田園墓地は愛
されたのであろうか。そしてこうした田園墓地が
どうして誕生し運営されてきたのであろうか。そ
れは人々の精神生活と密接に結び付いていた。
１．自発的結社と田園墓地 
　ボストンのマウント・オーバーン田園墓地の提
案や合意や建設の議論がおこなわれたのはライシ
ーアム（Lyceum）という市民啓発教育の文化活動
の場である。ここではエマソンが超絶主義のため
の講演の常連となり最も人気がある講師の一人で
あった。田園墓地はここで市民との合意に達した。
この墓地は教会にも自治体にも所属していない。
ここを管理運営するのは自発的結社である。法人
格の組合が墓地を建設する。そして市民は家族単
ドスケープ・デザインという概念の嚆矢であった
と言えば誇張しすぎかもしれない。
　しかしこの田園墓地はジェファソンの死に伴い
流布した追悼画と対比させると興味深いであろう。
すなわち追悼画に描かれた柳の樹や墓標や池や小
川といったもののイコノグラフィーとして田園墓
地を解釈できるからである。追悼画に描かれたピ
クチャレスクをそのまま、ピクチャレスクの空間
へと置き換えたものが、まさに田園墓地のランド
スケープであった。ジェファソンの死への追悼へ
の心情が空間へと具現化されたものとして、田園
墓地のランドスケープを解釈できるかもしれない。
（注15）
２．ピクチャレスクと地域主義 
　田園墓地をハドソン・リヴァー派の風景画と比
較検証してみるとさらに興味深いのではないだろ
うか。平地の格子構造の区画割ではなく、自然の
地形を生かした墓地の空間とは、そのままボスト
ンの自然環境のジオラマとなっていると解釈でき
るからである。すなわち田園墓地の丘や谷や湿地
や小川には、それぞれに適した植生がそのまま再
現されていることを意味する。その地方特有の樹
第５節　アメリカ田園墓地の社会的意義
図12　家族墓の配置図、マウント・オーバーン田園墓地
 ボストン、1839年
図11　マウント・オーバーン田園墓地、ボストン、1839年
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ャクソン民主主義を体現していた。全ての階層や
全ての肌の色に開かれ、貧富の差や生まれや社会
的地位に関り合いなく平等であり民主的な墓地で
あった。墓地組合によっては貧しい者には無償で
墓地が提供されている事例もある。
　結果として政治的にも宗教的にも社会に開かれ
た田園墓地は、空間的にも開かれていた。実質的
に公共の空間となったアメリカ田園墓地とは公共
の（common）の幸福（wealth）そのものであった。
すなわち田園墓地とは死者にとってばかりでなく
市民にとっても民主国家（commonwealth）が実現
されたユートピアであったのだ。（注22）
　先述したように田園墓地の自然とは、その都市
の自然地勢が縮小されたジオラマであった。その
ため田園墓地には地域主義のイデオロギーが内包
されており、ナショナリズムを喚起させていた。
このように田園墓地にはアメリカという精神世界
が凝縮されているという意味で、アメリカの近代
精神史において重要な役割を果たしていたのであ
る。
　そして本論の文脈から解釈するならば次のよう
なものとなるであろう。すなわち田園墓地とは、
千年王国思想に基づく至福の世界が世俗化されて
造られた天国の世界としての＜ピューリタニズム
＞と、飼い馴らされて単なる都市公園にまで還元
されてしまった荒野としての自然である＜ウィル
ダネス＞という二つの観念が融合されたものなの
である。
位で墓地区画を購入し、同時に共同経営者となり
墓地運営に参加する。こうして墓地所有者による
墓地組合が非営利団体として運営していくのであ
る。この点においてイギリスの田園墓地が営利目
的の会社組織であったこととは大きく異なる。こ
の田園墓地の誕生とは画期的な出来事であった。
（注18）
　ボストンでは1822年に市制となり、行政がタウ
ンミーティングによる運営へと大きくかわった。
こうして宗教的なキリスト教共同体は解体され、
近代行政のシステムの社会へと移行した。この市
制を支えたのは自発的結社である。すなわち慈善
活動、消防活動と並んで田園墓地が位置づけられ
ていた。そもそもアメリカには伝統というものが
なく、伝統に基づいた社会は存在していない。自
発的な意志を行動の基本原理としていたカルヴィ
ニズムの伝統が、アメリカの社会を築いたと解釈
できるであろう。ボストンがあるマサチューセッ
ツ州では1830年代に数千の自発的結社があった。
（注19）
　こうした自発的結社の源泉を求めると、17世紀
の西部開拓者のフロンティア精神へとたどり着く。
開拓地には既成のコミュニティはまったく存在し
ていなかった。しかし相互協力なしでは開拓は困
難である。自発的なコミュニティの形成は必然的
であったのだ。さらにその源泉を遡ろうとすると、
神話的な「メイフラワー号の誓約」（1620）にまで
至ることになるであろう。自発性と平等に基づい
た誓約共同体は、近代社会において自発的結社と
して民主主義を実践するうえで重要な役割を果た
している（注20）
２．教育と道徳の啓蒙の場としての田園墓地 
　田園墓地では植えられた樹木には名札が付けら
れ、植物の分類にしたがって配列されたり、田園
墓地内に設けられた講義室で植物学の講義がおこ
なわれた。あるいは実験庭園をもうけて学校を併
設した。純粋な墓地の機能を越えて、市民の憩い
の場として、公園の役割も担いながら、科学や芸
術や園芸といった啓蒙主義的な教育の場として田
園墓地は、近代社会で有益な役割を担っていた。
（注21）
３．ユートピアとしての田園墓地 
　宗教的な拘束を受けない田園墓地では宗教や宗
派が問われないという意味でも画期的であり、ジ
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第７章
アメリカ田園都市の誕生 
　アメリカでは1830年から1850年にかけて、他国
では認められないような特異な田園墓地が次々と
建設されていった。この田園墓地は郊外の自然豊
かな土地の地勢を生かし、その地域のジオラマの
ような世界を構築した。その特徴は宗教が問われ
ない平等な世界であった。また市民の自発的な組
織が管理運営していることや、家族墓という新し
い埋葬形式といった特徴も認められた。
　しかしこうした死者のための楽園とは、死んで
から初めて享受できるものだ。そうであるならば
市民はまだ生きているうちにこの楽園を享受した
いと考えた。田園都市とはそのような市民のため
の生前の田園墓地と解釈することができるであろ
う。それは1850年に初めて登場し、戦後に至るま
で建設され続けた。
　キリスト教では終末が来て千年王国が地上に造
られる。そして人々は初めて至福の生活を送るこ
とができると考えられている。その至福を僅かで
もいいから生きている現在のうちに享受したいと
考える。その思いに応えるために儀式化されたも
のが＜ピューリタニズム＞における聖餐式である。
　田園都市とはこの聖餐式の予型と解釈すること
ができるかもしれない。
 
　アメリカン・ルネサンスの時代とは、その後の
急激な変化と比較するならば、その変化はたしか
に緩慢に思われるかもしれない。しかしアメリカ
経済史からみると重要な分岐点となる時代であっ
た。この時代の人々は田園の理想と都市の発展と
いう二律背反のジレンマに直面していた。すなわ
ち独立自営農民を国家の礎としたジェファソン的
田園国家の理念を継承してこのままの生活を続け
るのか、あるいは産業化、工業化、機械化に邁進
して都市文明を享受するのか。時代は大きな転換
期にさしかかっていた。
　その過渡期に誕生したのが郊外住宅である。都
市で働き、家族との生活は自然豊かな郊外の戸建
住宅で過ごすという生活スタイルがアメリカにも
誕生した。
１．農本主義から都市の時代へ 
　農業対工業というのは非常に分かり易い二元論
である。しかし歴史が教えてくれるのはそれほど
単純明解な構図ではない。
　アメリカにおけるフロンティアの開拓民である
自営農民の神話は18世紀に作られた。しかし18世
紀の初頭まで、農民は確かに森の中に住んでいた。
次第に開墾に適した土地は少なくなってきた。ま
た自給自足の自営農業による家族中心の経済活動
では、金銭のやり取りがなかった。しかしこれも
都市の出現とともに変化を余儀なくされた。余剰
生産物を都市の人々に供給するためには市場経済
が不可欠であり、当時の農業経済は大量生産に基
づいたオープンマーケットへと移行しつつあった。
　農業の商業化は着実に進捗していた。その農業
経営を資本主義化していったのは農具の機械化で
ある。特に南北戦争後には農耕のほとんどが機械
化されていた。最初に発明された農機具は、トラ
クターで引く鋤である。この鋤が無ければ、石の
ように堅い草原を耕地へと開墾することは不可能
であった。1850年には工場で大量生産され年間
１万台が販売された。また収穫機も同じ1830年代
に発明された。1850年代には工場で大量生産され、
ヨーロッパへ輸出されるまでになった。そして
1870年になり蒸気エンジンによる脱穀機が発明さ
れた。これは1878年のパリ万国博覧会で金メダル
を受賞した。これ以外にも多種多様な農機具が開
発され、農業の生産効率を格段に上げていった。
　以上のように農耕をしていることが工業化と対
峙しているのではなく、農業自体が内部から工業
化、機械化、産業化を進めていたのだ。運河や鉄
道の敷設により都市と農村地帯が直結すると、農
業生産品は都市へと大量に供給され、農業はさら
に生産性を高めていった。（注23）
　しかし明らかに農業と工業の主役が交替するの
は1890年代に入ってからである。1830年代から
1860年代という期間は急激な工業化の時代であり
ながら、その一方で、まだ野蛮で未開拓のフロン
ティアが残っており、両者がそれぞれ自分の領野
を守りながら相克しあうような並行状態が続いて
いた。急激な工業化の時代とは、退嬰的な農業と、
工業化や産業の資本化が共に存続していった過渡
期であった。
　しかし勝敗は明らかであった。1890年には工業
生産額が農業の生産額を追い越した。シカゴの人
口が100万人を越え、その一方でフロンティアの
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トマス・コールがニューヨークへ移ってきた時に、
初めてハドソン川流域への旅に出た。それは1825
年頃のことである。そこで彼はおそらくハドソン
川の河畔に建てられ始めた郊外住宅を見たはずで
ある。それはゴシック・リヴァイヴァル様式を採用
したピクチャレスクな建築であったことであろう。
　郊外に建てられた住宅とは、広い庭を持ち自然
環境豊かな田園のなかの戸建の建築である。そこ
では理想的な生活が展開された。余暇と家族生活
と自然を同時に享受できたからである。その生活
自体がピクチャレスクであったと言えるであろう。
絵に描いたようなブルジョアジーの生活風景であ
る。もちろんその居間の暖炉の上にはワシントン
の死を悼む追悼画が飾られていた。
　郊外に建てられた住宅ではカトリックの面影を
継承したゴシック様式が引用された。ブルジョア
ジーの家庭では、その神聖さや道徳そして美意識
や教養を演出するために、住宅のインテリアでも
宗教をモチーフとしたデザインが流行した。そし
て住宅の外観もまた宗教的なデザインが引用され
た。すでに人々はカルヴァン派の厳格で禁欲的な
生活にはこだわらなくなっていた。よりリベラル
な精神生活を求めたときに、ブルジョアジーの趣
味に応えてくれたのがゴシック様式の建築やキリ
スト教の宗教のモチーフであった。
　ゴシック・リヴァイヴァル様式の別荘建築を広
めた中心的建築家はアンドルー・ジャクソン・ダ
ウニング（Andrew Jackson Downing 1815－1852）
およびアレグザンダー・ジャクソン・デーヴィス
消滅が宣言された。農民は抵抗を繰り返した。農
民たちは統一戦線を組み、1870年代からグレンジ
ャー（農民共済組合）運動という政治組織で戦う。
1892年の選挙で大勝利を収めるものの、ついに
1894年の絶頂期を最後に、時代は確実に近代へと
移行して工業の時代となった。（注24）
２．都市から郊外へ 
　人々はジェファソンの時代から伝統的に都市を
毛嫌いしていた。ソローのような森の生活が人々
の理想であった。都市の喧騒のなかでは家族との
静かな会話は欠き消されてしまう。原始的自然と
いう＜ウィルダネス＞神話が人々の心を支配して
いた。
　ジェファソンの農業崇拝は1770年に絶頂期を迎
えていた。道徳や倫理や美が支配している田園的
世界を脅かすのは都市であり商業であるという信
念は人々に共通したものであった。
　清純で汚れない美徳を持つ田園と、合理的で産
業資本主義が支配する都市、二者択一の判断を
人々は迫られていた。
３．郊外ユートピア 
　健康の問題は道徳や宗教と強く結び付いていた。
そこで知的エリートたちは子供の教育について考
えた。清澄な空気の田園で教育を受けさせるため、
自然環境の良好な郊外に寄宿学校を設立したのだ。
1823年にはマサチューセッツ州ノーサンプトンに
ニューイングランド初の寄宿学校であるラウン
ド・ヒル・スクールが誕生した。（注25）
　子供の次は親たちである。1840年代になると裕
福な人々が郊外に住宅を建設し始めた。そして
1850年代になると死者たちのための田園墓地が郊
外に造られた。（注26）
　郊外志向は1820年代から19世紀後半にかけて決
定的となった。都市に渦巻く騒音や犯罪、汚染や
貧困、犯罪や不衛生から生活を守るために、緑豊
かな田園へと逃避した。その田園の外側には本物
の＜ウィルダネス＞がある。しかし彼らは決して
ソローのように＜ウィルダネス＞へ逃避すること
はなかった。都市と＜ウィルダネス＞の中間の田
園こそ都市の裕福層が目指した場所であった。程
好く自然とつながった都市である。（注27）
４．ピクチャレスクな生活 
　ところでハドソン・リヴァー派を代表する画家
図13　ゴシック・リヴァイヴァルの別荘住宅
 アンドリュー・ジャクソン・ダウンニング
 『別荘建築』1841年
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　郊外の住宅は完全に都市の資本主義から切り離
された。隔離された住宅は女性の城となり、そこ
では道徳的に無垢な理想の家庭が演出され、建築
家もそれに協力した。その家庭では自己管理とい
う倫理的な道徳観が支配していた。こうして＜ピ
ューリタニズム＞は形骸化し、人々は宗教から解
放されリベラル化したが、それに代わり良心が、
欲望や堕落を抑制し監視していた。
２．社会科学とタウンシップ 
　空想社会主義としてルイス・マンフォードが揶
揄したフーリエ主義やオーウェン主義そしてサン
＝シモン主義の登場と、その思想に基づく共同体
の建設が意味する最も重要なことは、共同体理念
から宗教が払拭されたということである。すなわ
ちそれまでのアメリカでは＜ピューリタニズム＞
による神権政治という宗教共同体として19世紀初
頭まで都市が形成されていたからだ。
　こうしてアメリカでは1840年から、それまでの
千年王国思想が形骸化した共同体は終焉を告げ、
社会科学の都市の時代という新たなステージへと
転じていく。1840年になぜ転換点が訪れたのかと
いえば、その原因として1837年における経済恐慌
が指摘されている。フーリエ主義のファランクス
という自給自足の社会主義共同体が、それも1842
年から1844年という短い期間に、50にも上る数が
アメリカに建設されたのはこうした理由による。
資本主義の崩壊が契機となり、それが社会を大き
く変えて、脱宗教化が促進された。
　最もリベラルなボストンではすでに1822年に市
制へと行政が移行していた。ボストンはタウンミ
ーティングによる共同体となり、キリスト教共同
体から脱却し、近代社会の行政システムへと転じ
た。その結果1831年に自発的結社による田園墓地
が建設されたのである。そしてアルバート・ブリ
スベーン（Albert Brisbane 1809－1890）はパリでフ
ーリエから直接教えを受け、タウンシップという
全く新しい社会理念を習得した。彼は1840年に
『共同体－フーリエ社会科学の実際面の概要』を
出版し、タウンシップに基づくファランクスとい
う共同体の建設を提唱した。（注30）
　このファランクスの建設は1844年頃に盛んとな
る。ファランクスはあくまで自給自足の共同体
（cooperative community）を目指していた。この
ため1850年代に国家経済が回復し発展すると、フ
ーリエ主義は存続する意味がなくなり、ファラン
（Alexander Jackson Davis 1803－1892）であった。
彼らはボルチモアからハドソン川流域に数多くの
郊外住宅を設計している。（注28）［図13］
　彼らのピクチャレスクの住宅建築はアメリカ全
土に受け入れられた。彼らのゴシック・リヴァイ
ヴァル様式はこうして裕福層の市民の趣味の良さ
や道徳的な洗練された精神を表象するものとして、
一つのイデオロギーとさえなった。
 
　進歩的な人々は物質的な進歩を道徳的進歩に結
び付けて解釈し、自己正当化しようとした。一方
で新たな学問である社会科学により資本主義社会
の正当性には根拠が与えられた。こうして＜ピュ
ーリタニズム＞はリベラル化した結果、世俗化が
進向し、資本主義の下僕にまで身を落とした。そ
の結果それまでの人々の精神的な拠所としての地
位から陥落してしまった。神の啓示として道徳や
美の新たな指標となったのは自然であった。それ
は堕落した都市と対比されることにより、田園の
自然こそ素朴で健康で道徳的な精神を育む場であ
ると解釈されるようになった。それはかつて新大
陸へ渡り、鉄の意志をもって挑戦し克服した、あ
の＜ウィルダネス＞とは遥かに懸け離れた自然の
姿であった。
１．田園志向
　ジョージ・ワシントンの国父としての英雄の地
位は揺らぐことはなかった。しかしこの時代の国
民が、彼から受けたもう一つのイメージとは「健
康な身体を持つ大統領」である。事実ワシントン
は身長190センチメートル体重90キロの体格であ
った。その「健康」のイメージは「腐敗したヨーロ
ッパ」と対比されていた。健康は自然のイメージ
と融合され、郊外の生活を正当化する理念へと昇
華していった。大地との繋がりこそ健康な身体を
育むと考えられた。それは牧歌的な農村における
共同体に幻視された美徳を体現するものである。
超絶主義の実験的共同体であるブルック・ファー
ムやフルートランズが農業による生産共同体とし
て結成されたことがそのことをよく示している。
国家を活性化させるためには田園生活のもとで土
に還り、精神を再生することが肝要であると考え
られた。（注29）
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イギリスであった。やがて1870年代になるとその
中心地はアメリカに移っていく。
　アメリカ最初の田園都市はルウェリン・パーク
（Llewellyn Park）であると言われている。これは
1853年にニューヨーク郊外に建設されたものだ。
［図14］鉄道の発達とともに郊外への裕福層の移
動が始まった。アメリカにはイギリス田園都市協
会のような組織がないため、田園都市は個人事業
者により建設された。
　しかしアメリカの田園都市を代表とする事例と
はイリノイ州のリヴァーサイド（Riverside）であ
る。シカゴ西部郊外に建設された鉄道による郊外
型田園都市である。この19世紀アメリカにおける
コミュニティデザインの最高峰といわれる田園都
市を設計したのは、ランドスケープ・アーキテク
チャーの父といわれるフレデリック・ロウ・オル
ムステッド（Frederick Law Olmstead 1822－1903）
とカルヴェール・ヴォー（Calvert Vaux 1824－
1895）であった。［図15］
　その特徴は自然の地勢を生かした優美な曲線を
描く道路により構成された街区にある。それはこ
れまで支配的であった碁盤目状の都市構造を一掃
させ、それ以降のアメリカにおける田園都市の規
範となった。田園都市は幾つかの小さなコミュニ
ティ単位により構成されている。家族が地域住民
のコミュニティを支えている。彼らを結び付けて
いるのはコモンスペースとしてつくられた幾つも
の近隣公園である。これは共同体精神を体現して
いる。（注32）
　広大な1600エーカーの敷地のうち、その面積の
40パーセントが、40ヵ所にものぼる近隣公園や街
路型の帯状公園等にあてられている。そのために
膨大な数の樹木が移植された。7000本の常緑樹、
32000本の落葉樹、47000本の潅木が理想的な自然
クスは改めて資本主義の枠内で再生され、共同組
合運動として展開していく。この実験的な共同体
が持つ重要な意味は、都市を成立させていたもの
が、神学から科学へと完全に転換されたことにあ
る。＜ピューリタニズム＞における千年王国思想
という神学に基づく都市や、超絶主義の形而上学
の共同体は過去のものとなり、実証科学による共
同体の建設が始まった。
　フーリエ主義のタウンシップは再編成され、共
同体を基本単位とした地方分権の連邦制が構想さ
れた。多極分散型の社会である。その主体は中産
階級である。アメリカ社会独特の自発的結社を背
景とした、市民が主体となり行政を進めていく共
同体の社会である。これが19世紀中葉に宗教色を
一掃させて生まれたアメリカ独自の理想社会であ
る。タウンシップ型共同社会とは、ジャクソン民
主主義を社会や生活の隅々にまで拡大していった
一つの成果といえるであろう。（注31）
 
　タウンシッップの構想には二つの意義が認めら
れる。一つは都市計画や共同体社会を形成する根
幹から宗教色を一掃したことである。これで都市
や社会は科学となった。もう一つは自給自足的な
自立したタウンシップが、地方自治と連邦制地方
分権社会という近代国家の骨組みを提示したこと
である。こうした社会科学に基づく都市の構想と、
裕福層の郊外における自然環境の良い戸建住宅へ
の願望が融合して田園都市が誕生した。
 １．最初の田園都市リヴァーサイド 
　郊外型集合住宅の都市が最も早く展開したのは
第３節　アメリカ田園都市の展開
図14　田園都市ルウェリン・パーク、ニューヨーク州、1853年 図15　田園都市リヴァーサイド、イリノイ州、1853年
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ヴァーサイドは開かれた景観を獲得し、緑豊かな
郊外住宅の夢を実現した。このピクチャレスクな
ランドスケープデザインを、オルムステッドとヴ
ォーはすでに実証済みであった。直前の1863年に
彼らはニューヨークのセントラルパークを完成さ
せている。（注33）［図16］
２．田園都市の歴史 
　アメリカで建設された主な田園都市のその後の
歴史を辿ってみよう。
　次に建設された田園都市はチェスナット・ヒル
（Chestnut Hill）である。1870年代にフィラデルフ
ィア北西18キロのチェスナット・ヒルという丘の
上の村に3000エーカーの規模の郊外住宅都市が建
設された。鉄道が敷設され、フィラデルフィアと
30分で結ばれた。しかし街区は碁盤目状の格子構
造である。他の田園都市と異なるその特徴は、大
きなリゾートホテルとカントリー・ゴルフクラ
ブ・ハウスがこの街に建設されたことである。こ
れにより田園都市の社会的ステータスが確立され
るとともに、アメリカの郊外型のライフスタイル
環境を作り出している。またその後のアメリカの
郊外住宅において定石となった提案をオルムステ
ッドはおこなっている。それぞれの宅地には屏や
柵がないことはもちろんではあるが、住宅はフロ
ントヤードとして道路境界から30フィートの壁面
後退をおこない芝生を植栽するというルールをオ
ルムステッドがここで初めて作った。こうしてリ
図16　セントラルパーク鳥瞰図、ニューヨーク州、1863年
　　　設計 フレデリック・ロウ・オルムステッド、カルヴェール・
ヴォー 
図20　田園都市フォレスト・ヒルズ・ガーデンズ鳥瞰図
 ニューヨーク州、1910年
図17　田園都市チェスナット・ヒル
 フィラデルフィア、ペンシル
ヴェニア州、1870年
図22　田園都市ラドバーン
 ニュージャージー州、1928年
図21　田園都市サニーサイド・ガ
ーデンズ、ニューヨーク州、
1924－1928年
図18　田園都市チェスナット・ヒル
 フィラデルフィア、ペンシルヴ
ェニア州、1870年
図19　田園都市フォレスト・ヒルズ・ガーデンズ、ニューヨーク州、1910年
チェスナットヒル
フィラデルフィア
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が生み出された。［図17､18］
　こうして20世紀に入ってもアメリカの郊外型田
園都市の建設は続いた。1910年ニューヨーク州に
フォレスト・ヒルズ・ガーデンズ（Forest Hills 
Gardens）［図19､20］、1924－1928年ニューヨーク
州ロングアイランドにサニーサイド・ガーデンズ
（Sunnyside Gardens）［図21］、1928年ニュージャ
ージー州にラドバーン（Radburn）［図22］、1936年
メリーランド州にグリーン・ベルト（Greenbelt）
［図23］、1938年オハイオ州にグリーンヒルズ
（Greenhills）［図24］とウィンスコンシン州にグリ
ーンデイル（Greendale）［図25］、1941年カリフォ
ルニア州ロスアンジェルスにボルドウィン・ヒル
ズ・ヴィレッジ（Baldwin Hills Village）［図26］と
いった田園都市が建設されていった。（注34）
 
　アメリカの田園都市を代表とするリヴァーサイ
ドと、1854年に建設されたアメリカの田園墓地の
一つであるスプリング・グローヴの敷地平面図を
比較してみると非常に興味深いであろう。［図15、
27］両者には地勢をいかした優美な曲線を描く道
路、起伏に富んだ敷地、樹木に覆われた森のよう
な景観、柵や屏で仕切られていない空間という共
通するデザインを指摘できる。墓地では家族墓の
墓碑が家のようなデザインになっているものもあ
る。そうであるならば両者の差は生きている人の
ための都市か、死んだ人のための都市かどうかの
違いだけなのではないのだろうか。
１．＜ピューリタニズム＞と＜ウィルダネス＞の
遺物 
　スウェーデンボルグ主義では天国と地上の世界
は全て照応していると考えられている。田園墓地
とは天国のエデンの園を地上に造り上げたように
も思える。至福の天上界で安らかに眠ることを
人々が求めたことの証であろう。そしてそれと全
く同じような都市が、田園墓地の建設が終わりを
告げたころの1850年代に、入れ替わるように登場
してくる。天上界へ行く前に、事前に至福の世界
を地上界で享受したいと言っているかのようだ。
　確かに田園都市では、たとえばフォレスト・ヒ
ルズ・ガーデンスでは、自発的な住民協議会を持
ち、コミュニティ運営をして理想的な共同体を作
り上げている。しかしそれもまた田園墓地の自発
的管理と運営のことを想起させずにはおかない。
　こうしてみると確かに田園都市は、神学的な共
同体から脱却し、理想とするタウンシップのよう
第４節　アメリカ田園都市の終焉
図24　田園都市グリーンヒルズ、オハイオ州、1938年 図26　田園都市ボルドウィン・ヒルズ・ヴィレッジ
　　　ロサンゼルス、カリフォルニア州、1941年
図25　田園都市グリーンデイル、ウィンスコンシン州、1938年図23　田園都市グリーン・ベルト、メリーランド州、1936年
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る真正面から取り組まれた都市計画の成果ではな
い。全ての都市問題を都市に置き去りにして放置
し、選ばれた裕福層が自分たちだけ都市の喧騒か
ら逃避し、疑似的な自然を味わえるように田園に
造ったディズニーランドのような都市であるとい
えるであろう。
２．空間デザインから包括的国家戦略としての都
市へ 
　田園都市とは包括的な都市計画とは全く異なる
ものなのである。言い方を替えると、田園都市は
都市問題の解決に影響を全く及ぼさなかった。包
括的に都市が初めて計画されたのは首都のワシン
トンＤＣである。ワシントン市は合衆国首都とし
て100周年をむかえ、ワシントンの中心地の計画
を見直すことになった。P. ランファンによる計画
思想を生かしながら、包括的に美的な都市空間が
模索された。それはまさに20世紀に入った1900年
のことであった。［図28］
　アメリカでは、オルムステッドのランドスケー
プや田園墓地のように隔絶され限定された空間の
設計から、1900年の首都ワシントンＤＣの再計画
のような包括的都市設計を経て、地方自治体の社
会的コミュニケーションを視野にいれた地域計画
へと移行していった。
　アメリカでは1909年に都市計画国家協議会
（The National Conference of City Planning）が結成
された。その後1917年になりアメリカ都市計画学
会（The American City Planning Institute）が設立
され、初めて本格的な都市計画が始まった。しか
しそれはまだ新しい都市空間の設計だけを対象と
していた。地域行政や社会を含めたコミュニケー
ションに重点をおいた都市計画を視野にいれたも
のが1923年に設立されたアメリカ地域計画協会
（RPAA：Regional  Planning Associat ion of 
America）である。
　最終段階において国家戦略の視座から、経済と
政治と社会として都市を捉える国家経済および社
会計画協会（NESOA：The National Economic and 
Social Planning Association）が1934年に設立され
たのである。ここで都市における空間的な要素が
中心的テーマから脱落し、経済や社会や政治とし
て都市の重要性を国家レベルで解釈し戦略的に都
市が計画されるようになった。（注36）
　田園都市はこうして1930年代に終焉を迎えたの
である。
な、地方分権における自立した連邦社会を疑似的
に踏襲しており、近代都市へと完全に転じたかの
ようにも思える。しかし世俗化した千年王国思想
のイメージを完全には払拭できていない。アメリ
カ田園都市とは形骸化された千年王国思想へと世
俗化された＜ピューリタニズム＞と、人間に都合
がよいように野生が骨抜きとされた自然としての
＜ウィルダネス＞の観念が融合されたもののよう
にしか思えないのである。
　なぜ＜ピューリタニズム＞の残滓としての姿を
田園都市に見い出せるのかといえば、最初の田園
都市といわれるリヴァーサイドでは、黒人もイタ
リア人もユダヤ人も住めなかったからである。ア
ングロサクソン系の白人プロテスタントたちだけ
の街であった。そのような意味ではルウェリン・
パークもゲイテッド・コミュニティであり、住民
以外はその街の中に入れなかった。田園都市は千
年王国思想が世俗化されたものにすぎず、全ての
人々には開かれていなかったのである。（注35）
　田園都市とは、本来の都市問題を改善しようす
図27　スプリング・グローヴ田園墓地
 シンシナティ州、1854年
図28　ワシントンＤＣ、設計 ピエール・ランファン、1791年
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１．アメリカにおける1890年代 
　アメリカの近代を語るとき、1890年という年は
特別な響きを持っている。誰しもすぐに思い浮か
べるのは「フロンティアの消滅」であろう。これ
は若き歴史学者のフレデリック・ジャクソン・タ
ーナー（Frederick Jackson Turner 1861－1923）が
1893年にシカゴで開催されたアメリカ歴史学会に
おいて発表した論文「アメリカ史におけるフロン
ティアの意義（The Significance of the Frontier in 
America）」を出自としている。
　独立後アメリカは次々と領土を購入して西漸し、
1840年代についに太平洋岸へと到達した。そして
1890年の国勢調査をもとに、ターナーは開拓する
自由土地がすでに枯渇したと発表したのである。
アメリカでは西部とは、開拓しても逃げ水のよう
に西へ西へとフロンティが拡大していくのが当然
であった。アメリカ人はそのようにして19世紀末
までの二百年余を過ごしてきたのである。（注37）
　これはジェファソン時代からの農本主義の終焉
を意味していると同時に、別のフロンティアの始
まりを予告していた。それは機械と技術の時代、
そして資本主義による産業の時代を迎えた都市の
フロンティアである。
２．100万都市の時代 
　世紀末は都市の時代である。アメリカ合衆国が
独立宣言したころには、ジェファソン農本主義を
裏付けるように、国民の九割は農村に住んでいた。
1850年の人口調査においても農村人口はまだ約85
パーセントを占めていた。その当時ニューヨーク
は人口69万人、ボストンが13万人、フィラデルフ
ィアは12万人であった。しかし1880年にニューヨ
ークの人口はついに100万人を突破した。シカゴ
は1890年に人口100万人を越えた。こうして都市
と農村の人口比率も変化していった。1880年には
都市人口が全人口に占める割合は18パーセントに
過ぎなかったが、1900年には39パーセントにまで
上昇した。1920年に初めて逆転し、都市人口が51
パーセントを占めるようになった。20世紀は都市
の時代となった。（注38）
３．科学技術の発展 
　世紀転換期のアメリカは繁栄期を迎えていた。
世紀末にはイギリスを抑えてアメリカは世界一の
工業国に躍り出ていた。南北戦争が1865年に終わ
り、1869年に大陸横断鉄道が開通した。そのころ
第Ⅳ部
テクノロジカル・ユートピア
　アメリカの産業革命はイギリスに60年遅れて
1810年頃に始まった。しかしその成長は著しく、
19世紀末にアメリカはイギリスを追い越してしま
う。最大の技術革新は鉄道かもしれない。最初の
鉄道建設が認可されたのは1828年のことである。
その時代にテクノロジーという言葉が初めて生み
出された。自動車、汽車、飛行機ばかりではない。
橋、ダム、発電所、高層建築物といったものが都
市を生み出し、そして都市そのもとなっていった。 
やがてテクノロジーをモチーフとしたユートピア
文学が世紀末に誕生する。それまでのユートピア
が全て千年王国や田園都市など、過去や自然への
回帰として構想されたのに対して、未来とテクノ
ロジーを志向する全く別のユートピア都市が誕生
した。
第８章
世紀転換期のユートピア文学 
　熱狂的なユートピアへの志向は1880年代中葉か
らの20年間に顕著である。特に1890年代は「ゲイ・
ナインティーズ（陽気な90年代）」と呼ばれていた
時代である。次々と新しい技術が新しい生活を生
み出し、より便利でより刺激的な都市、健康で幸
福で長寿で美しい未来を抱けるような都市の可能
性を信じるような楽天的な空気が社会を支配して
いた。そこで生まれたユートピア思想とはどのよ
うなものであったのであろうか。人々の期待に応
えるように、技術革新をテーマとして未来の世界
を描いたユートピア文学が誕生し、世紀末の時代
を特徴付けた。
 
　エジソン（Thomas Alva Edison 1847－1931）の発
明の歴史はアメリカの技術革新の歴史そのものと
言ってよいであろう。彼は1876年に電話、1877年
に蓄音機、1879年に白熱電球を発明している。そ
して1882年にエジソン電気照明会社を設立し電灯
を実用化した。彼が電球を発明するまで、世界の
夜は中世の闇により支配されていたのだ。
第１節　テクノロジーの時代
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からアメリカの工業化は急速に進み、世紀末まで
に工業生産額は６倍となった。（注39）
　すでに述べたように農具の機械化が急速に進ん
でいた。1852年にエレベーターが発明された。ハ
ワードがイギリスへ導入したタイプライターは
1868年までに実用化されている。映画は1872年、
電車は1874年、ミシンが1881年、自動車や洗濯機
が世紀末には日常生活に欠かせないものとなって
いた。そして1903年にはライト兄弟が初飛行に成
功している。
　アメリカの都市は、世紀末の時代に科学と発明
によるテクノロジーの時代へと突入したのである。
　イギリスで始まった万国博覧会はその中心地を
フランスへ移し、そしてアメリカでも開催された。
アメリカの発明の成果は1893年にシカゴで開催さ
れた万国博覧会で披露された。ここには発電機や
キネトスコープそして蒸気機関車などが展示され
ていた。シカゴの都心から湖畔の会場までは高架
鉄道が走り、万博の入場は自動改札であった。機
械とテクノロジーの祭典がシカゴ万国博覧会を特
徴付けていた。しかしそればかりではなかった。
そのパヴィリオン自体が未来の都市を予感させた
という意味で、都市計画の歴史において万国博覧
会は非常に重要な意味を持っていた。（注40）
１．コロンブス記念シカゴ万国博覧会 
　コロンブスがアメリカ大陸に到着した1492年か
ら400年になるのを記念し、シカゴのミシガン湖
畔で開催されたのがコロンブス記念シカゴ万国博
覧会（The World’s Columbia Exposition）である。
準備の関係などで一年遅れて1893年の開催となっ
た。半年間の博覧会の開催中に２千万人を越える
人々が訪れた。
　万博会場全体の敷地の外構設計はフレデリッ
ク・ロウ・オルムステッドが担当している。パヴ
ィリオンの建築設計はダニエル・ハドソン・バー
ナム（Daniel Hudson Burnham 1846－1912）が総括
している。人工の湖を会場内部に造り、そこを白
亜のパヴィリオンが取り囲んでいた。広い舗装さ
れた道路、広場や彫刻、そして橋や回廊などが形
成する都市景観は、それまでのアメリカでは見ら
れない誇らしいものであったようだ。［図29］
　博覧会の会場であるジャクソン・パークと市内
のワシントン・パークを結ぶ、幅600フィート、
長さ１マイルの「ミッドウェイ・プレザンス」と
いう細長いペデストリアンモール状の展示会場が
設けられていた。会場への参道にも似た東西に延
びる空間には、博覧会に付設された娯楽施設が建
ち並んでいた。ここには「フェリス・フォール」
と呼ばれた大型の観覧車も建設されていた。また
そこには巨大な象やインディアンたちの展示がお
第２節　シカゴ万国博覧会と都市美運動 
図29　コロンブス記念シカゴ万国博覧会、1893年
　　　博覧会の主要なパヴィリオンは会場南半分の人工湖を
囲む周辺にある。また会場北部西側には市内から延び
る「ミッドウェイ・プレザンス」が接続されている。
図30　コロンブス記念シカゴ万国博覧会、1893年
 「ミッドウェイ・プレザンス」では、ドイツのハーゲン
ベックの動物商によるサーカスのようなショーも開催
されていた。
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オペラハウスやコンサートホール、図書館などの
啓蒙主義的な博愛精神を背景とした都市の公共施
設では、この壮麗な白亜の新古典主義の建築様式
により建てられるようになった。質の高い都市の
公共建築とは、自らが都市の主人公として自主的
に都市を築き運営していくという自負心を持つ市
民意識の高い人々の精神性に応え、それを象徴す
るものとなった。
　シカゴ博覧会の建築は、都市景観の質の高い美
しさの重要性を人々に自覚させた。個々の建築の
デザインではなく、現在人々が暮らしている生活
空間の美的側面への認識の欠如を自覚させ、都市
を改善する運動への契機となった。しかし時間が
かかった。シカゴ博覧会から10年余を経てようや
く具体的な動きが出始めた。
　こうした国家の美的都市の啓蒙と並行して、民
間の都市開発もこのシティー・ビューテイフル運
動の火付け役を果たした。その中心的人物とは、
田園都市や公園のランドスケープ・デザインを手
掛けていたオルムステッドである。ニューヨーク
のセントラル・パーク（1863）や田園都市リバー
サイド（1869）では質の高い総合的な環境デザイ
ンの領野で成果をあげ、市民に受け入れられてい
た。特筆すべきオルムステッドの成果の一つは、
ボストンの「エメラルド・ネックレス」であろう。
緑の帯状の公園がネックレスのように有機的に貫
いてボストンの街を統合し活性化させ、魅力的な
街へと転換させたのである。（注43）［図32］
　チャールズ・マルフォード・ロビンソン（Charles 
Mulford Robinson）が二冊の本を1903年に出版し
た。『モダン・シヴィック・アート（Modern Civic 
Art）』および『都市が美を造る（The City Made 
Beautiful）』である。この本は以降15年にわたり増
刷を繰り返した。
　このシティー・ビューティフル運動とは、美と
こなわれているなど、市内から会場へアプローチ
すると、未開から文明への進歩が体感できるよう
に演出されていた。（注41）［図30］
２．ホワイト・シティー 
　シカゴ万国博覧会の会場の中心の空間とは、人
工湖を抱く「栄誉の中庭（Court of Honor）」である。
ここには壮麗な白亜の大理石のような外観を呈す
る農業館、機械館、電気館、交通館のパヴィリオ
ンが建ち並び、中庭の人工湖を列柱の回廊が取り
囲んでいた。バーナムは新古典主義で統一した空
間を造り上げた。それぞれの展示パヴィリオンは
ギリシャ以来のオーダーを援用してコーニスを18
メートルの高さで統一し、秩序や美が表象されて
いた。すなわちそれは金メッキ時代と揶揄された
南北戦争以降の無秩序なアメリカの歴史に終止符
を打ち、未来の国家の安定と成功を表徴し、新た
な出発を約束するものとして人々に共感をもって
受け入れられた。［図31］
　このホワイト・シティーは都市デザインにおい
て多くの示唆を与えた。それは合理性、機能性、
衛生感、美、デザインそしてコラボレーション・
デザインといった造形理念ばかりではなかった。
社会における建築家という専門職能のステイタス
の再認識を促した。（注 42）
３．シティー・ビューテイフル運動
　バーナムは博覧会の後、シカゴ中心部のシヴィ
ック・センターをホワイト・シティーの手法で設
計している。1909年までに裁判所、図書館、オペ
ラハウス、市民ホール、美術館が一体としてデザ
インされ、中央の広場に建設された。
　バーナムのデザインは非常に大きな社会的影響
力をもって、それ以降のアメリカの都市の公共建
築のあり方を方向付けた。大学の施設や美術館、
図32　緑の連鎖「エメラルド・ネックレス」、ボストン、1894年
 設計 フレデリック・ロウ・オルムステッド
図31　ホワイト・シティー、コロンブス記念シカゴ万国博覧会、
1893年
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は資本主義ユートピアである。イギリスのクエー
カーたちの企業の社宅として田園工場村が幾つも
建設された。ドイツのクルップなどの企業による
住宅都市である。
　そして第３期として指摘したいのがアメリカに
おける19世紀末のテクノロジカル・ユートピアで
ある。
２．アメリカのテクノロジカル・ユートピア 
　アメリカに着目してみると、1660年から1970年
までのユートピア共同体は約600に達する。その
半数が19世紀頃に集中している。1787年から1860
年までに137、1861年から1919年までに143のユー
トピア共同体が確認されている。特に1890年から
1919年だけをとってみると73のユートピア共同体
が認められる。この時代のユートピア共同体とは
テクノロジーに基づいて未来を志向していること
にその特徴がある。世紀転換期のアメリカの理想
都市について検証してみたい。（注45）
　19世紀中葉の技術革新に人々の心は釘付けとな
った。進歩した技術の魅惑的な力はロマン主義と
結び付いてテクノロジカル・サブライムとでも称
するような感覚を人々に呼び覚ました。それが都
市と結び付いた。 
●「ヒューマン・ドリフト」1894年
　世紀末の代表的なテクノロジカル・ユートピア
は「ヒューマン・ドリフト（The Human Drift）」で
ある。これはキング・キャンプ・ジレット（King 
Camp Gillette 1855－1932）が1894年に発表したも
のである。ジレットという人物は安全カミソリを
発明して財を成したことで知られている。
　ジレットによると、世界では組織化されていな
い混沌とした社会の中で人々が生活している。そ
のような人々がアメリカへ移民として流入してく
る。彼らの能力はほとんど発揮されることなく、
国の発展に少しも寄与できない状況にある。そこ
でジレットはそのような人々を、彼らの専門的な
職業と責任段階に応じてピラミッド構造に再組織
化し、その人々が自分の能力を最も発揮できるよ
うな社会を提案している。そしてジレットはその
人々が生活する都市を提案している。
　このユートピア都市はナイアガラ近くのメトロ
ポリスという場所に設定されている。この未来都
市の高層住宅には６千万人の人々が住んでいる。
彼の計画では、居住地を集約することにより、北
健康を対等に位置付けて、建築だけではなく公園
も道路も全てが調和の取れた関係性を都市空間の
なかに創造することにより、市民生活を美的なも
のへ変容させようとするシヴィック・ビューティ
ーの概念に基づく一種の社会改革運動であった。
（注44）
　このシティー・ビューティフル運動は1900年か
ら1910年に隆盛を極めた。市民の都市意識を啓蒙
するうえで大きな役割を果たした。その後さらに
実利的な傾向を帯びる都市美運動へと移行する。 
　アメリカにおけるユートピアへの希求は17世紀
から20世紀に至るまで絶えることはなかった。そ
の背景には＜ピューリタニズム＞の千年王国思想
を指摘できるであろう。宗教に基づく理想的な共
同体の建設こそアメリカ建国へ至る歴史そのもの
であったからだ。
　しかし19世紀中葉には宗教色が一掃され、社会
科学に基づくユートピア建設がおこなわれるよう
になった。20世紀初頭には経済や政治や社会の実
践の場として都市が位置付けられるようになると、
空間としての意義が相対的に薄れていった。
　こうして世紀末には全く新しいユートピア思想
が浮上してくる。それは技術と進歩に基づいたテ
クノロジカル・ユートピアである。
１．建設されたユートピア 
　ユートピア都市の歴史を俯瞰してみよう。
　第１期はルネサンスの時代である。これはイタ
リアを中心として、1460年にフィラレーテのスフ
ォルツィンダに始まる。16世紀中葉に至るまでの
期間に顕著である。
　第２期は18世紀後半から19世紀後半にかけての
時代である。この期間のユートピア都市は年代を
追いながらさらに大きく三種類に分類することが
できるであろう。一つ目は宗教思想に基づくユー
トピアである。主に新大陸アメリカに顕著であっ
た。ピューリタンをはじめクエーカーやモラヴィ
アそしてシェーカーやモルモンなどが独自の理想
都市の建設を目指した。二つ目は社会主義ユート
ピアである。これはフランスのフーリエ主義ある
いはサン＝シモン主義と、イギリスのオーウェン
主義による非宗教型のユートピアである。三つ目
第３節　テクノロジカル・ユートピア 
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には歩道や並木や緑地が設けられている。
　アパートは円筒状で大きく吹き抜けた中庭を持
っている。この円形の中庭を囲むように円形の回
廊が巡り、そこに放射状に歯車の歯のような住宅
部分が各階360度に18世帯が外部へ突出するよう
に設けられている。１世帯では4～8名の家族が生
活する。１棟に450世帯が生活している。
　 この吹き抜けの中庭には、共同の大きなダイ
ニングルームが設けられており、ガラスのドーム
で覆われている。すなわち各住戸には台所が設け
られていない。地下には都市のインフラが備わり、
隣接する建物とつながっている。外観は全て同じ
であり、統一された建築物による均質な空間が都
市を支配している。（注46）［図33･34･35･36･37］　
●「新時代」1897年　
　チャールズ・カール（Charles Caryl 1858－
1926）が1897年に発表したテクノロジカル・ユー
アメリカ大陸は全て公園となる。
　アパートは25階建で、６角形グリッドの街区割
の都市に均質に配列されている。２マイル四方に
33戸建設される計画である。そのうち五棟が教育
施設であり、五棟が娯楽施設であり、さらに五棟
が食料庫に当てられている。その高層住宅の周囲
図36　「ヒューマン・ドリフト」平面図
 設計 キング・キャンプ・ジレット
 1894年
図35　「ヒューマン・ドリフト」断面図
 設計 キング・キャンプ・ジレット、1894年
図33　「ヒューマン・ドリフト」配置図
 設計 キング・キャンプ・ジレ
ット、1894年
図37　「ヒューマン・ドリフト」住
宅平面図、設計 キング・キ
ャンプ・ジレット、1894年
図34　「ヒューマン・ドリフト」外観図
　　　設計 キング・キャンプ・ジレット
　　　1894年
図38　「新時代」都市構成図
 設計 チャールズ・カール、1897年
図39　「新時代」都市外観図、設計 チャールズ・カール、1897年
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アパートが建てられている。１棟当り約千人が住
んでいる。その建物の一翼には36平米の個室が中
廊下を挟んで連続しており、30人が入居できる。
彼の都市がテクノロジカル・ユートピアである大
きな理由の一つは、この都市が火星に建設される
計画であったからである。（注49）［図41､42､43］
３．「プルマン・タウン」1881−1885年 
　ホワイト・シティーを先取りした完璧な都市は、
じつはシカゴ万博博覧会の開会前の1881年に完成
していた。それは世界でもっとも安全な都市とい
われ、＜ピューリタニズム＞の倹約と清澄と自尊
心により貫かれた都市であった。当時の大都市を
支配していた醜悪で調和の欠如したものは全てこ
の都市からは排除されていた。その都市とは「プ
ルマン・タウン（Pullman Town）」である。
　これは資本主義ユートピア都市の一つである。
ジョージ・モルティマ・プルマン（George M.
Pullman 1831－1897）が労働者のための住宅として
建設したものだ。彼の会社はプルマン・パレス・
カー・カンパニーである。彼は豪華な寝台車を製
造し、アメリカの観光産業の陰の担い手であった。
その従業員のための住宅と工場が、シカゴから20
キロ離れたラリュメット湖畔の200ヘクタールの
敷地に工場とともに建設された。ここには日常生
活に必要な商品を扱う店舗が全て揃っており、床
屋や医院や銀行や郵便局も建設された。公園には
野球場、テニスコートがあり冬にはアイススケー
トピアは「新時代（New Era）」という産業戦闘軍
（Industrial army）による都市である。その形状は
茫漠たる巨大な円環状を成している。この円形都
市のすべての空間は社会組織に対応して構成され
ている。ここの住民は産業構造の戦士として階級
付けられており、この巨大な円環状の都市に住ん
でいる。（注47）［図38､39］ 
●「ロード・タウン」1893年
　エドガー・チャンブレス（Edgar Chambless 
1876－1936）が1910年に発表したこの「ロード・タウ
ン（Roadtown）」とは、道路と都市が一体化された
テクノロジカル・ユートピアである。全アメリカ
大陸をこの都市は網羅している。この都市以外は
農耕地や公園や自然のままである。（注48）［図40］
●「都市も田舎もない世界」1893年
　ヘンリー・オルリヒ（Henry Olerich 1851－
1927）が1893年に提案した「都市も田舎もない世
界（A Cityless and Countryless World）」ではフー
リエ主義的な男女平等の社会が提案されている。
国土は幅８マイル長さ20マイルの碁盤目状に区画
されており、そこを電車が走っている。その道路
沿いには半マイル毎に「ビッグ・ハウス」という
図40　「ロード・タウン」断面透視図
 設計 エドガー・チャンブレス、1893年
図41　「都市も田舎もない世界」都市街区図、設計 
ヘンリー・オルリヒ、1893年
　　　街区は幅8マイル、長さ20マイルを単位とし
て国土を覆っている。道路には路面交通が敷
設され、その沿線に半マイルごとに住宅建築
「ビッグ・ハウス」が建てられる。他の街区
では4マイルごとに工場あるいは倉庫が建て
られる。
図43　「都市も田舎もない世界」住宅平面図、設計 ヘンリー・オルリヒ、1893年
　　　「ビッグ･ハウス」の翼棟の住宅の部分は、幅6メートルの中廊下の両側に
個室が配置されている。個室の広さは36平方メートルである。
図42　「都市も田舎もない世界」都市住
区図、設計 ヘンリー・オルリヒ、
1893年
　　　「ビッグ･ハウス」が道路を挟んで
両側に4棟建てられている部分の
配置図である。右手の空地には庭
園や果樹園そしてプールや運動場
が計画されている。
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するものなのである。神学に代わってテクノロジ
ーへの信仰が理想都市の文学を生み出した。
１．ユートピア文学の時代 
　ダーウィンの進化論は社会進化に読み替えられ
て、未来志向を支えた。人間は現在よりも健康に
なり長寿となり美しい存在となるのだ。理想さえ
持てば、それはいつか実現され素晴らしい社会を
作り出せると人々は考えた。それに応えるかのよ
うに科学や技術への盲信や幻想が多くのユートピ
ア文学を生み出した。
　テクノロジーのユートピア文学はアルフレッ
ド・D・クリッジ（Alfred D. Cridge）が1884年に発
表した『ユートピア－絶滅した惑星の歴史』を嚆
矢とする。この1884年からの20年間に熱狂的なほ
どにユートピア文学がアメリカで流行した。1900
年までに約60本を数えた。1890年頃からは二ヵ月
に一作品の割合である。ほとんどの作品は進歩的
な未来を描くことにより、現代都市を痛烈に批判
している。（注51）
２．ユートピアとデストピア 
　代表的なアメリカの世紀末のユートピア小説を
紹介する。どのユートピア小説も現代都市を批判
的に捉え、そのデストピアに対して理想都市が描
かれていることが特徴的である。 
●『アーサー王宮廷におけるコネチカット生まれ
のヤンキー』1889年
　マーク・トゥエイン（Mark Twain 1835－1910）
のこの小説は、19世紀の典型的なアメリカ人が、
時を越えて6世紀のイギリスに転送されるという
設定である。アーサー王時代の中世イギリスで、
彼は産業革命を起こし、理想的国家の建設を計画
するが失敗するという物語である。このユートピ
アとはデストピアでもある。テクノロジーの危険
性を揶揄している。機械文明の前に無垢を失った
現在のアメリカ社会への批判が込められている。
●『シーサーの記念柱−20世紀の物語』1890年
　イグネイシアス・ドネリー（Ignatius Donnelly 
1831－1901）が書いたこの小説の舞台は1988年の
アメリカである。一種のＳＦ小説である。主人公
であるウガンダからの旅行者がニューヨークの都
市を訪れ、彼の目に映った無政府状態の混沌とし
た未来都市の状況を描写している。それを反面教
ト場もできた。［図44､45］
　しかし業績が1894年に悪化すると、強制労働が
おこなわれ、それが契機となりストライキが勃発
するようになった。この都市は理想的なユートピ
アであったはずである。ところが資本家の傲慢と
企業への服従が労働者の反発を招いた。労働組合
との闘争はやがて放火や破壊活動へと拡大し、収
拾するために軍隊が出動する事態にまで発展した。
結果として25人の死者を出して事態は沈静化した。
アメリカを代表とする資本主義ユートピアには、
精神性が欠如していたようだ。（注50）
　テクノロジーへの絶大なる信頼と陶酔がユート
ピア思想へと結び付いて多くのテクノロジカル・
ユートピアが構想された。そしてそれは文学の世
界においても同じような現象が認められた。アメ
リカ人にとって都市とは、神から与えれるべき千
年王国ではなく、自ら造り出すのものなのである。
　1840年代までのユートピア思想は、理想的な過
去を現在に造ることであった。これは千年王国思
想の世俗化でもある。そして田園都市とはこうし
た過去への回帰の典型である。それに対して1890
年代以降のテクノロジカル・ユートピアは、その
反対であった。その特徴とは理想的な未来を構想
第４節　世紀転換期のユートピア文学
図45　「プルマン・タウン」住宅地配置図、シカゴ、1881－1885年
図44　「プルマン・タウン」敷地配置図、シカゴ、1881－1885年
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第９章
ベラミー『顧みれば』とテクノロジカ
ル・ユートピア 
　アメリカの田園都市がほぼ19世紀末までに成熟
し、20世紀は総合的な都市および社会計画の時代
に入ったことはすでに述べた。その仇花のように
世紀末を飾ったのは、荒唐無稽ともいえるＳＦ小
説のなかに描かれたユートピア都市である。特に
エドワード・ベラミーの『顧みれば』はそれを代
表するものといえるであろう。
　アメリカ田園都市を語るためには言及する必要
が無いように思えるこのテクノロジカル・ユート
ピアに、本論では二章も割かれているのには理由
がある。一つはこの小説が契機となり、アメリカ
で大きな社会改革運動が起こったことである。も
う一つの理由は、この小説がイギリスの世紀転換
期の社会改革運動に多大な影響を与えていたから
である。ハワードとモリスはこの小説から多くを
学び、イギリス田園都市が構想されたのだ。
　アメリカでベラミーの『顧みれば』が1888年に
出版されるやいなや大反響を呼び起こした。翌年
までに21万部が読まれた。次にドイツとイギリス
がすぐに反応を示し、1889年に翻訳出版された。
1890年にはオランダ語版が出版された。最終的に
アメリカでは出版部数が100万部に達した。その
後『資本論』についで二番目に重要な本と評され
た。一体この小説とは何なのであろうか。そして
ベラミーとはいったいどのような人物であったの
であろうか。
１．エドワード・ベラミー 
　エドワード・ベラミー（Edward Bellamy 1850－
1898）はマサチューセッツ州スプリングフィール
ドに近いチコピフォールズに生まれた。［図46］
父親は地元のセントラル・バプテスト教会の牧師
を務めた人物である。母親はバプテスト派の牧師
であり、彼女の父親はバプテストであった。ベラ
ミーは敬虔なキリスト教徒であった。彼は大学を
退学してドイツで一年を従兄弟と過ごし、帰国後
法律を学び弁護士の資格を取得した。その後ジャ
ーナリスト兼作家として活動をおこなう。『ニュ
師にして主人公は帰国後、平和と美の理想の共和
国をウガンダの山間に建設する。この小説には機
械文明への嫌悪と幻滅や、都市への批判と反発が
込められている。 
●『アルトゥルリア国からの旅人』1894年
　ウィリアム・ディーン・ハウエルズ（William 
Dean Haowells 1837－1920）の小説は、社会主義的
なユートピア世界を描いている。これはボストン
で出会ったアルトゥルリアという国からきた中年
の学者の語る理想都市の物語である。自由、平等、
博愛の精神に貫かれたこの国では、全ての人々は
全体の利益の為に働く。小規模な農村共同体が小
都市を取り囲んでいる。競争や喧騒はない。隣人
愛と兄弟愛が都市を支配している。
　アルトゥルリアという国とは、当時の金メッキ
時代のアメリカ社会への迂遠な批判そのものであ
る。すなわち搾取や競争や貧困や階級や金本意の
資本主義社会への批判としてのアメリカ社会の風
刺小説であろう。ハウエルズが1907年に書いた『針
の穴から』も同じような社会主義小説である。
●『ジャングル』1901年
　アプトン・シンクレア（Apton Sinclair 1878－
1968）の書いた小説『ジャングル』は、リトアニア
人の大家族がシカゴへ移住して来るところから始
まる。彼らは工場で搾取され貧困へと追い込まれ
る。そして最後に社会主義思想により救われると
いう物語である。
　しかしこの小説は空論ではなかった。リアリズ
ムのプロレタリア文学の様相を呈している。シン
クレアは実際に過酷な工場で働いてその体験をも
とに、政財界の腐敗と堕落を暴露し社会的責任を
追求するためにこの小説を書いているからだ。ア
メリカン・ドリームの崩壊を描いている。
　彼は1902年に社会主義者となり、1905年に大学
社会主義協会を設立している。そしてベストセラ
ーとなったこの小説の印税を基に、社会主義共同
体である「ヘリコン・ホーム・コロニー」をニュ
ージャージー州に1906年建設したのだ。最初は40
人で集団生活が開始された。翌年には70名まで増
大したが、1907年に中心施設が焼失したことが契
機となり閉鎖された。（注52）
　しかし最も社会に影響を与えたテクノロジカ
ル・ユートピアの小説といえばベラミーの『顧み
れば』をおいてほかにはないであろう。
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会主義の理想社会が実現された世界であった。
　未来都市では社会主義の政府が全ての産業を支
配している。企業も鉄道も国営化され、市民はそ
の経営に参加する。ここには私利私欲にまみれた
政治家や企業家は一人もいない。国民は全員国家
公務員である。労働問題も自由競争もない。金銭
がないので銀行もない。売買がそもそもなく必要
なものは全て国民に配分される。医師も職人も盲
人も病人も全ての人々が平等である。国民のため
の福祉も教育も充実している。国民は国家産業軍
により21才から45才までの労働が義務化され、一
人一人の国民の能力にあった仕事が割り振られて
いる。
　小説では主人公は2000年の世界で出会った女性
と婚約する。そしてその後のある夜に、主人公は
19世紀のボストンへ戻った夢を見る。そこにはあ
の混沌とした社会があった。主人公は目覚めた後、
永久に2000年の理想世界の人となる。
３．『顧みれば』の未来社会 
　当時のアメリカ社会は金メッキ時代の最後の混
乱の時代（1880年代末から1890年代初頭）を迎え
ていた。労働運動が高まっていたのは、大企業に
よる寡占政治と資本家の独裁独占が極度に進展し
ていたからである。その結果市民は貧困、疫病、
争議、喧騒に疲幣した日常生活を送っており、社
会に絶望していた。不正や犯罪が渦巻く社会では
道徳も倫理も正義や博愛も形骸化していた。裕福
な市民は郊外の田園へと逃避し始めた。
　この小説はアメリカのフロンティア消滅に対す
る一つの答えでもあった。それは田園都市へと逃
避した市民に認められるような、過去のジェファ
ソン農本主義に基づく共同体への回帰ではなかっ
た。明らかにベラミーはそうした過去への回帰を
拒否している。それに代ってここにはテクノロジ
ーへの楽観的な信奉を吐露した、未来を志向する
意志が認められる。理性と合理に貫かれた、機械
や技術を駆使するような理想国家を描こうとする
強い姿勢が認められる。
　このベラミーの小説への批判の多くは、産業軍
（Industrial army）という軍隊組織に基づく国家共
産主義的な社会の是非に向けられている。未来の
国家の役割は全ての産業を国営化し、全ての国民
の利益のために国家を運営することにある。こう
して鉄道や電話、郵便、炭鉱、電気暖房、給排水
などが全て国営化されている。この産業軍は国家
ーヨーク・イーヴニング・ポスト』紙で社説を担
当し、次に『スプリングフィールド・デイリー・
ユニオン』紙を創刊した。1882年に結婚し、1888
年に小説『顧みれば』を出版する。それ以降は社
会改革者として多忙な日々を送った。1897年に『平
等』を出版した。結核の持病があったベラミーは
翌年の1898年に故郷のチコピフォールズで亡くな
っている。
２．ベラミーの『顧みれば』 
　ベラミーの『顧みれば－2000年より1887年をか
えりみる（Looking Backward, 2000－1887）』はアメ
リカばかりでなく、イギリス、ドイツ、フランス、
イタリア、ブルガリアでも翻訳出版された。本国
アメリカでは類似の小説も次々と出版された。た
とえば『さらに顧みれば』『はるか彼方を眺めて』
『内部を見つめて』『紀元2000年』『若いウェスト』
といった具合である。日本では1902年に平田広五
郎訳『百年後の社会』、1904年には平民社から堺
枯川訳『百年後の新社会』として出版されている。
（注53）
　しかし本国では1920年以前のアメリカ文学史に、
彼の名前を見い出すことはできない。じつはベラ
ミーは1927年に初めて再評価されたのである。本
格的な研究は1936年にR. L. シャーター（R. L. 
Shurter）による学位論文『アメリカのユートピア
小説、1865年－1900年』を俟たねばならない。
　この『顧みれば』に描かれた理想都市をめぐる
未来への旅の物語は、ボストンに住む若い紳士を
主人公として展開する。彼は不眠症を患っていた。
かかりつけの医師から催眠療法の施術を受けて、
1887年に邸宅の地下室の寝室で眠りに入った。こ
の導入部は明らかに当時流行していたメスメリズ
ムの影響と考えられる。そして目を覚ましてみる
と、紀元2000年のボストンにいる自分を発見する。
百年以上眠り続けていたのである。そこは国家社
図46　エドワード・ベラミーの肖像、
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ことを指摘し、近代宗教のあり方を提唱する。そ
れは進歩主義に基づいた、人々の精神的な情動を
喚起するような新たな予言者でなければならない
とベラミーは考えていた。（注54）
　ベラミーの理想社会には、こうしたキリスト教
的な倫理観と、博愛に基づく平等あるいは共産主
義的な思想が認められる。それは『顧みれば』に
おいても確認できる。
５．『顧みれば』と＜ピューリタニズム＞ 
　ベラミーの基本的な思想は古代キリスト教にあ
り、彼のナショナリズムもキリスト教を読み替え
たものである。すなわち「ダニエル書」と「ヨハネ
の黙示録」に基づく千年王国思想を、テクノロジ
カル・ユートピアとして読み替えただけのように
思える。キリスト教の隣人愛を産業の再編へと読
み替え、未来社会を構築したかのように振る舞っ
ただけなのではないのだろうか。『顧みれば』に
続く『平等』でも、地上の神の王国の同胞愛が描
かれている。（注55）
　あるいは言い方を換えると、ベラミーの描いた
未来社会は、ニューイングランドのピューリタン
に特徴的な社会改革の精神に基づいている。産業
軍とは、典型的な＜ピューリタニズム＞の倹約と
勤勉と勤労の精神に基づいた集約的産業として解
釈できる。しかしながらベラミーの社会主義には、
モリスのようなマルスク主義や資本論は全く登場
してこない。（注56）
　ところが＜ピューリタニズム＞は社会の問題解
決には全く役に立たなかったことにベラミーは気
付いていた。宗教は精神を支えてくれるかもしれ
ないが、現実の社会問題に対する具体的な実践的
な解決には無力であった。そもそも社会主義ユー
トピアとは、技術と科学により、現状の社会の閉
塞的な状況の打破を目指したものである。そうし
た手段に依存したとしても、結果として達成され
る理想社会とは、＜ピューリタニズム＞が求めた
千年王国とどれほど異なるものといえるのであろ
うか。
　当時の社会改革運動に最も大きな影響を与えた
本はベラミーの『顧みれば』と、ヘンリー・ジョ
ージ（Henry George）の『進歩と貧困（Progress 
の唯一の雇用者であり最大の独占資本である。全
ての企業が融合したものであり、この国家に私企
業は存在しない。ここでは経済と社会倫理は一致
している。
　中心的テーマではないが、社会における女性の
平等な権利をベラミーは注意深く描き込んでいる。
特に女性の家事からの解放はそれを象徴するもの
である。公設の大食堂で全ての食事は用意され、
洗濯も公設のクリーニング場がある。経済と技術
を背景とし、男女の権利の平等が日常生活の家事
にまで配慮されている。もちろん制度的な参政権
や給与などは言及するまでもない。
　しかしベラミーが結論として到達したのは民主
主義ではなく、社会主義による理想社会の実現で
あった。それは当時の利益追求の企業による労働
者の搾取や、競争社会が助長する相互憎悪、そし
て繰り返される経済危機や過剰生産における社会
的浪費、そして敵対関係にある資本家と労働者の
権利追求の争議やストライキといった都市問題を、
民主主義と自由主義経済あるいは資本主義では解
決できないとベラミーが判断したからである。徹
底した平等のもとで万人が等しく愛を受けられる
ような社会を目指したときに、ベラミーは産業軍
という国家組織による国家社会主義の世界として
未来の都市を描いたのである。
４．ベラミー『一体の宗教』 
　ベラミーが亡くなる前年に書き上げた『平等』は、
『顧みれば』で表現した彼の社会主義運動の延長
として位置付けられている。しかし『顧みれば』
に託されたベラミーの思想について理解しようと
するのであれば、彼が1874年に書いた小説『一体
の宗教（The Religion of Solodarity）』が重要な意味
を持つといえるであろう。若干24才で書いたこの
小説を支えているのは明らかに＜ピューリタニズ
ム＞の精神であるからだ。
　敬虔なカルヴァン派のバプテストの家庭で育っ
たベラミーは、少年期に神秘体験をしている。こ
の小説では自我が否定され、内省的な思考により
人間の精神に内包された宇宙、あるいは森羅万象
を統合するような普遍的生命の汎神論的世界が描
かれている。死が訪れても精神は永遠であり、永
遠の生命を得た人間は神と一体となる。
　こうした精神世界において、世俗化した教会の
聖職者制度や組織は否定されている。彼は宗教的
儀式というものがいかなる本質へも到達しえない
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and Poverty）』であった。彼は社会の進歩により
貧困が生まれることを論理的に説明してみせた。
自作農の土地均分論が土地投機と独占鉄道資本家
により崩壊してしまった。公有地制度が諸悪の根
源であることを彼は指摘している。それに対して
土地の共有制度という、もう一つの社会制度によ
る共和主義の理想社会を彼は提言している。
　金メッキ時代の終焉のころとは、個人道徳から
社会道徳へと意識が大きく転換した時代である。
ベラミーの『顧みれば』はこうした時代に、人々
の改革への共通の精神的基盤を、小説をとおして
社会に涵養するうえで大きな役割を果たしていた
といえるであろう。
１．社会改革の時代
　道徳や倫理はキリスト教の牧師が担ってきた。
しかし19世紀中葉を過ぎると自然科学の進歩や社
会科学の発展により、牧師に代わって科学者が社
会的道徳や倫理を語るようになった。このような
時代に育った世代が社会に台頭しはじめた時代に、
社会改革運動が本格的に始動したといえるであろ
う。進歩的な社会改革は、これまでのような階級
闘争によらない社会改革である。科学技術を背景
としながら、教育の改革や宗教の近代化、そして
民主主義に基づく平等、あるいは女性の社会的権
利と社会進出を受容する新しい社会の実現を目指
していた。自営農民を中心とした保守の時代は
1895年頃には絶頂を迎えていたが、社会はリベラ
ルな方向へゆっくりと、しかし確実に転換してい
った。
　なかでもジェーン・アダムズ（Jane Addams 
1860－1935）が取り組んだ社会改革とは、慈善組
織によるセツルメント・ハウス運動である。彼女
は1887年にイギリスで学び、1889年にアメリカで
最初のハル・ハウス（Hull-House）を開設した。ク
エーカー教徒の家庭で育ったアダムズは、これま
での篤志家の私的自愛に基づく貧民の救済を過去
のものとし、科学的な組織化により近代化させた
慈善事業を実践したのである。彼女は1931年にノ
ーベル平和賞を受賞する。（注57）
２．ベラミー・クラブと社会改革運動 
　ベラミーの『顧みれば』は単なるベストセラー
では終わらなかった。出版直後に二人の新聞記者
が中心となってベラミーの理想社会について議論
する場の設立を提案した。こうしてベラミー・ク
ラブが1888年の秋にボストンに発足した。最初の
会議は1888年12月に開催された。そこでは非現実
的な議論がおこなわれた。これを第一ナショナリ
スト・クラブという。1889年の機関誌『ナショナ
リスト』でクラブの綱領が発表された。（注58）
　それとは別に第二ナショナリスト・クラブが同
じボストンに設立された。このクラブは社会改革
の実践的な活動を目指していた。鉄道の国有化な
ど資本主義に代わる産業共同体の体制について議
論がおこなわれた。またその機関誌『ザ・ニュー
ネイション』が刊行された。ベラミーの『顧みれ
ば』の主旨はナショナリスト・クラブへと継承さ
れた。そして全米に165のナショナリスト・クラ
ブが誕生し、全国的な社会改革運動となったので
ある。さらにオランダ、インドネシア、南アフリ
カ、ニュージーランドにもナショナリスト・クラ
ブが設立されるに至った。（注59）
　こうしたベラミーの想定を越えた思想の受容と
共鳴は、私有資本主義への強い不満が世界に蔓延
していた証左であったといえるであろう。そして
理想主義的な共同体への信仰がまだ世紀末の人々
の心に強く残っていたことも明らかにしている。
　イギリスで社会改革を目指していたハワードの
もとへ、アメリカの友人からベラミーの『顧みれ
ば』が送られてきた。この小説に描かれた未来社
会にハワードはショックを受けた。そしてすぐに
ウィリアム・リーヴス出版社に駆けあって、1889
年にイギリスで出版されることになった。その後
ハワードは田園都市構想をまとめたが、いつもベ
ラミーの理想都市が頭のなかにあった。（注60）
１．ハワードとアメリカ 
　エーベネザー・ハワード（Ebenezer Howard 
1850－1928）はロンドンのバーミンガムのバプテ
ストの両親のもとに生まれた。ハワードは15才で
学校をやめさせられ、18才には教会の事務職とし
て働き始めている。1871年3月の21才の時にハワ
ードはアメリカへ移民した。ホームステッド法に
より農耕地の開墾のハードな生活をネブラスカ州
で始めた。160エーカーの畑でジャガイモと麦を
栽培した。一年もたたないうちに体重は51キロま
で激減した。このため医者に相談したところ農業
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マとなっていた。1879年からどうにか仕事をやり
始めた。1879年には結婚し、同年末に社会問題に
ついて論議するゼテティカル協会（Zetetical 
Society）に参加している。ここでハワードはスピ
リチュアリズムによる共同体の可能性について発
表している。（注62）
　すでにアメリカで彼の精神世界は、キリスト教
から解放されていた。そして世紀末のイギリスと
は、心霊主義の時代であったことも、ハワードが
彼の理念を純粋に構築することを妨げなかったの
であろう。むしろ助長したといえるかもしれない。
　ベラミーの小説『顧みれば』がアメリカの友人
から彼の元へ送られてきたのはちょうどハワード
が都市に関心を抱き始めた時期に重なる。そして
ベラミーのナショナリスト・クラブをそっくり真
似をした「イギリス労働者国営化協会（English 
Nationalization of Labour Society）」を1890年に彼
は設立した。ハワードはこうしてベラミーの理想
に向かって僅かずつではあるが近づいていった。
　しかし産業軍に象徴されるベラミーの中央集権
国家をハワードは修整し、大都市の資本家の理論
を回避した。それに対して地方分権社会のコミュ
ニティを提案した。またベラミーの高度産業資本
主義についても懐疑的であった。だからといって
農業共同体にも踏み切れなかった。農業経営によ
るコミュニティについては、アメリカで失敗して
いたため、ハワードは職業選択の自由のある都市
を構想した。さらにクロポトキンの社会理論を参
考にして、少しずつハワードは田園都市構想をま
とめていった。（注63）
３．モリスとベラミー 
　ウィリアム・モリス（William Morris 1834－
1896）はベラミーの『顧みれば』を読んで早速反論
に出た。1889年6月の「コモンウィール」で反論し
た。それに続いて自らの理想的社会を1890年1月
から10月にかけて『ユートピアだより』として発
表したのである。モリスの理想都市では近代国民
国家は死滅しており、軍隊も警察も国家の組織も
ない世界である。ベラミーの科学至上主義あるい
は技術万能主義を否定し、産業資本主義の巨大国
家像を徹底的に批判した。
　しかし特にモリスが批判したのは、ベラミーの
機械生産の産業支配であった。モリスは中世ギル
ドのような生産共同体を理想としており、その社
会では労働が人々の喜びとなっていることが特徴
には向いていないと助言を受けた。
　ハワードはシカゴへ移り、そこで法律専門の速
記者として四年間勤める。そのシカゴで出会った
のは一人のクエーカー教徒オロンゾ・グリフィン
（Alonzo Griffin）である。彼によりハワードは新
しい精神世界に目覚めることになる。彼から推め
られたのは、ホイットマン、ローウェル、エマソ
ンそしてホーソーンといった文学者や哲学者たち
の本とその思想であった。特にエマソンの超絶主
義がハワードを魅了した。ハワードの田園都市思
想における神秘的な側面には、エマソンの超絶主
義の影響が否定できない。またトーマス・ペイン
（Thomas Pain 1737－1809）の『理性の時代（Age of 
Reason）』の理神論がハワードの宗教観を大きく
変えた。ペインを読んで、キリスト教と科学的啓
蒙主義が相いれないことを教えられた。そしてハ
ワードは、人間の理性で神の啓示を理解して宗教
を解釈するようになった。こうして彼の精神世界
は宗教の桎梏から解放され、スピリッチュアルで
自由な思想の世界へと飛翔したのである。ハワー
ドはアメリカで獲得した自由な精神世界を基にし
て、イギリスに帰国してからも、科学と宗教の間
の和解を求めて模索し続けたのである。そしてそ
の延長に理想的な社会を構築しようとした。この
ためハワードの田園都市構想の核をなす「マスタ
ーキー」に描かれた鍵の図像の軸には、一番大き
な文字で＜科学と宗教＞と書かれている。
　また1876年にシカゴで出版されたリチャードソ
ン（Benjamin Ward Richardson）の『ヒュギエイア、
あるいは健康都市（Hygeia,or the City of Health）』
にアメリカで出会っている。この社会衛生学のパ
イオニアが提示した社会理論からハワードは強い
影響を受けている。
　彼がシカゴにいた1872年から1876年とは、シカ
ゴの大火の直後である。すでに田園都市リヴァー
サイドは1869年に完成していたが、ハワードはそ
こから田園都市のインスピレーションを受けたこ
とを否定している。ハワードが都市に関心を持ち
始めたのは1880年代になってからであり、シカゴ
での生活体験の影響を過大評価することは誤解を
招くことであろう。（注61）
２．ハワードの田園都市構想とベラミー 
　ロンドンへハワードが帰国したのは1876年のこ
とである。ロンドンは不況の真只中であった。帰
国してからは、社会問題が彼の関心の中心的テー
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的である。また家族が共同体の基本単位であり、
共同体の都市は自然豊かな郊外の田園地帯に想定
されている。ベラミーの国家社会主義は、モリス
の共同体社会主義に対立したものとなっている。
　モリスの『ユートピアだより』の世界は空想ロ
マン主義的な色彩が濃い社会主義である。社会主
義運動における主体的実践による人間の解放を目
指している。政治、経済よりも文化、芸術を根幹
としたユートピア社会である。近代の労働の商品
化に強く反発し、それを労働の喜びへ止揚しよう
としている。芸術化された労働をとおして、モリ
スは都市と田園の矛盾を解消しようとしている。
（注64）
　モリスの『ユートピアだより』を理解するには、
1888年に発表された『ジョン・ボールの夢』がヒ
ントを与えてくれている。これも「コモンウィー
ル」に1886年11月から1887年1月にかけて11回連
載されたものである。このモチーフとなったジョ
ン・ボール（John Ball）とは、14世紀の千年王国
思想を推進した代表的な人物である。14世紀の千
年王国思想の復活は農民一揆や宗教運動を伴って
いた。ジョン・ボールは1281年にイギリスの農民
一揆を起こした中心的人物でもある。この中世の
千年王国思想を洗練させた人々が、17世紀イギリ
スのピューリタンたちであった。モリスはこの本
で共産主義的なユートピアを暗示させながら、明
らかに19世紀のキリスト教の信仰を革命の論理へ
と結び付けている。（注65）
　すなわちモリスの描いた理想都市のコミュニテ
ィは、キリスト教の教区教民の共同体のような宗
教色の濃いものとなっている。中世の宗教共同体
を理想としたコミュニティである。
　それは当時のヴィクトリア期の中産階級の空虚
な生活を批判するためには有効であったのかもし
れない。しかし過去へと回帰することにより、理
想社会を構想しようとするモリスのユートピア思
想の根本的な本質とは、明らかに＜ピューリタニ
ズム＞の千年王国思想にあると思われる。
　本論文は2017年度東京造形大学教育研究助成金
によるものである。
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